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序にかえて

戦後40年， わが国は驚異的な経済発展によって国民生活は著

しく向上し，国民の80%以上が中流意識をもつまでになりまし

た 。 本町におきましても，町制施行30周年 を来年に控え，町勢

は JlI貢調に進展して県下第 2 の雄町に躍進しました 。

このように進展激動する中て\明日の社会を背負う子供たち

にかかわる課題をみてみますと，豊かな生活により，子供たち

の体位は向上したが体力は必ずしも伴っていないと言われ， ま

た，殆んどの子供たちは，勉強部屋をもち恵まれた生活をして

いる反面，自然体験や社会体験が乏しし遊びを知らない子供

が増えているといわれています。

郷土の白然や社会環境の中てサ、年期に欠かせない遊びを通し

て集団活動の楽しさを経験させ，遊びの体験の中から社会性，

創造性， 自主性を育てることが極めて大切であろうかと存じま

す。

このときにあたり，子供の生活の中で重要不可欠なこの「遊

びJ に焦点をあて，本町の自然ど風土の中から創造された「重

信の子供の遊ひJ が郷土読本シリーズとして発刊されますこど

は誠に時宜を得たものであり意義深いものがあります。

この集録が，現代の子供たちの望ましい成長の一助にもなる

ことを願うとともに，広〈町民の皆さんにも愛読され，健やか

で， うるおいと安らぎのある町づくりに役立つものど確信する

ものであります。

終わりになりましたが，本書の発刊に寄せられた方々のご尽

力と編集にたずさわった方々のご労苦に対し，深甚の敬意と謝

意を表し，序文どいたします。

昭和60年 11 月 3 日

重信町長束村 旭



発刊のことば

現在の子供たちは，「友達が出来ない J í親しくなれない」ど

かの悩みを持つ子供が多< ，一般的に子供たちは対人関係が未

熟であると言われています。

これは幼児期からの人間関係が不充分であることに起因して

いると思われますが，その背景には核家族化・少子化によるマ

イホーム主義や，近隣社会どの交流の乏しさにより，多面的な

人間関係、を育ちにくくしています。更には漫画本やテレビ等に

よって戸タトで遊ばずに巣ごもり現象を助長し，保護者自身も「勉

強さえしてくれれば」と言う考え方が，子供たちの健全な成長

に不可欠な遊びを軽視する傾向にあります。い ま子供たちは与

えられた遊びを苦労することも考えることもなく遊んでいる実

状にあります。

このときにあたって「重信の子供の遊びJ を集録し発刊する

ことを金画しました。私たちの先人は，自然の中，生活の中か

ら知恵を働かせ，金のかからない手づくりの遊びを考案してき

ました。これらの遊びは異年齢の子供同士で遊び，その中で遊

びにもルールがあり，人間関係で大切な年齢によるマナ一等も

学びあい，子供相互の信頼関係を育くんでき ました。

私たちは， この先人の生きざまの良さを再発見し，郷土で生

まれた遊びを継承 L -:C子供たちの楽しみを倍。ロし，豊かな体験

の糧として，本誌を家庭で地域で活用いただければ、幸いに存じ

ます。

終わりになりましたが，本誌発刊にあたり資料収集に執筆に

御尽力下さった方々に対し，深甚の謝意を申しょげ，発刊のこ

とは、どいたします。

昭和60年 11 月 3 臼

重信町教育委員会教育長野 中 信一郎



この本を読まれる方へ

この本は，昔の子供たちが，遊びを創造し，たくましく生

きていた姿を，古老の方々から聞き取り，学校・家庭の教育

資料として，ノj 、学校 4 年生以上を対象に読みやすいようにま

とめたものです。

2 遊びは子供の世界であり，子供はまた遊びを創る天才でも

あります。ほとんど遊び道具のなかった明治・大正の子供た

ちは，山で，野原、で，川で，鳥や虫や魚， さらに草花などを

友として， 白分たちで自然にとけ込み，その中で遊びを見つ

けだし，工夫して結構楽しく遊んでいました。

ところが，時代の変化は白然環境を大きく変え， さらに，

行事や伝統の喪失となり，子供たちの遊びにも大きな影響を

与え，物の豊かさはそれに拍車をかけています。子供たちの

遊びの復興をはかり，豊かな心情を育てるため，子供たちに

遊び本来の姿を教えることは大切だと思います。

3 75種類の遊びを取りあげていますが，記述は童話的な発想

でなされているので幸見しみをもって読むこと h" でき， さらに，

わらべ唄を数多く取り入れていますので，楽しく読んだり，
ゎ

みんなで歌ったり，みんなで遊んでみようという意欲が湧い

てくるものと考えます。

4 遊びの紹介は，重信の子供歳時記風にまとめております。

この郷土読本が，子供たちの心をゆさぶり，美しい童心を支

え，そして，ふるさとを愛する青少年を育てる一助になれば

と原貢っております。
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おはじき

女の子が二人以上集まったとき，ょくする室内遊びに，「おは

じき」があります。

この遊びは，ガラスか平たい石を使って取り合いをします。

最後に，取った石の数の，多い少ないによって，勝負が決ま

る遊びです。

遊び方は，みんなが，おはじきを， 5 個か 10 個ぐら~ \，同じ
じゅんぱん

ずつ出し合~ "ジャンケンによって順番を決めます。

最初の子が，手の中でおはじきをふって，全体に広くちらし

ます。
由び

次に，ニつのおはじきの聞に，右の4、拍(左ぎさの子は左の

バ、指)をさし入れます。

このとき， もし左右いずれかの石が，指にふれたら， その子

は失格どなります。

うまく，石の聞に指先

がはいったら，親指どひ

どさし指ではじいて，一

方の石を一方の石にあて

ま，す 。 自分のねらった石

だけに，みごとにあたっ

たらそのあたった石をと

ります。

次に， またどれか，ニ

)
 t
 
l
 

可チ

、

。

。 。

。

(\、っちょあて 〉

① 自分がはじ

〈石をきめる

② 次にあてる

石をきめる

③ ねらった石に向

けて指ではじき，

あたったらはじか

れた方の石をとる。



つの石の聞にノj 、指を入れ， うまくいけば， また前と同ビように

あたった石をとり，前ど同じことを続けます。

① 自分ではじく

石をきめる

② 次にあてる石

をきめる

0 
0 

\め
o 0 

くにちょあて 〉

③ 近い方の石にむけて指ではじき，そ

のあたった石占九 もう一つの石にはじ

きあたるようにする 。

イ也の石にあたっても，だ

めですし，あてる石が，は

ずれたら失格ですから，次

の者にかわります。

たくさんあてて，多〈石

をとった者が勝ちになりま

す。

一つの石にあてることを

I\. 、っちょあて J，ニつの石

に同時にあてることを「にちょあて」どいいました。

IIこちょあて」は，一つの石に向けてはじいていき， そのあ

たった石が， また，他の一つの石にはじきあてることをいいま

す。その場合， そのニつ目以外の石にあたれば，失格となりま

す。

なお，赤や黄など，いろいろな色のおはじきを使い，見た目

もはっきりし，遊びを楽しくさせる工夫や，遊びの約束もして

子供達は，ルールを守って遊んでいました。

とお

また，「通し」という遊びもしていました。

その遊び方は，「 L 、っちょあて」や「にちょあて」と同じよう

に，門になる石を，二つ選び，選んだニつの石を互 L 、にはじか

せます。(その場合も，二つの石以外の石にあたっては L 、けませ

ん。)その門になる，ニつの石の聞を，のこっている石を指では

じいてとおらせるのです。(この場合も， そのはじく石がどの石

11 



もう一度門になる石

どおらせた石が自

に あ た って もいけません。)くぐら せたら，

他の石にあたらずに，を，互いにはじかせ，

分のものになります。 り

か代

な
三
父

に
ど
ち
人
勝
の
が
次
方
'
た
りつな

y
」

y
」

ん
い
じ特

さ

い
失

たこれも，

別の石にあたったら，なお，ます。

。

。

をします。

。

。

。

② ニつの石の問を，他の石

に当たらないよう注意して

はじきとばす。

〈返し〉

① 門にな る石をニつ選ひ\

た1..> < \ 、に はじいて，また門

をつくる。

③ だいた L 、はじいたら ， (むずか し いのを除いて)もう 一度二つの石 をた

品川、にはじかせる。この時に，そのニつの石が， 3'J の石にあたったら，

今まで返 した石はとれな〈なってしまう。

た〈さんの石 をあつめた方が;欠の者とかわ り 、④ 他の石にあた ったら ，

勝ち。

-" . 旬

'"句 . - * 
. 

. "一 - !I 

ー -ー

・ ' ・ "ー 遍 ・ー日 ・.
、 、 .

一.、今

日_..... . .ー • 
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ままごと遊び

ままごと遊ひは，女の子ならだれで も，何回どなく繰り返し

て遊んだ思い出があるはずです。 自のあたる庭や，涼しい木か

げに，むしろやござをしいて，仲よしの友達数人で，はじめま

す。時には，男の子をお父さんにしたり，お客さんにしたりし

ました。 今のように， りっぱな本物そっくりの道具はありませ

ん。古くなったお皿やさかずき，貝がらや大きな木の葉，板ぎ

れなどを工夫して食器にしました。 ごちそうの材料は， その辺

に咲いている花や草です。 どろのよに花をかぎ っ ておすしにし

たり， どろを木の葉で巻いてかしわもちを作ったりしました 。

お気に入りの料理ができると，お客様のおもてなしをします。
くちょう

お母さんの姿を思い浮かべて，口調もそっくりで，お客様ごっ

このはじまりです。 さあ，みなさんも，身の回りにある物で，

ままごとをして見ませんか。

13 



(1) ままごと

木の葉や木の枝で手作りのままごと道具を作ります。また，

古いお皿なども使います。 大きな木の葉などでお皿を作り，木

や草の実をごちそうにしてのせます。木のノj、杖でおはしを作っ

てそえます。

春は，暖かいえんがわや，のき先，土手などで遊ぶことが多

いようです。ごちそうの材料は，れんけ\すみれ，っぱな，っ

くしなどです。

夏は，涼しい木かげや，水の流れのほどりでよく遊びました。

ごちそうは，つゆ草，朝顔，ひまわりなどです。つゆ草や朝顔
しゅ

の花からは，色水がとれるのでニッケ酒や，ラムネを作ったり

しました 。

秋は，目ざしのきっくない庭や，のき先で遊びました。いち

ょう， もみじ， <ぬぎの色づいた葉は， きれいなお皿です。ど

Iv ぐ、りやしいの実を拾って，ごちそうにしたりしました。また

あけびや，山-~;'どうなどは本当に食べたりして楽しんだもので

す。

(2) 人形っくり

自分がおかあさんになったり，お客さんになったりするだけ

でなく，自分で作っ

た人形でも，ままご

と遊びをしてみまし

ょっ。

0 とうもろこしの

実を人形の体にし，

どうもろこしの毛

を頭のかみの毛に

14 
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してしばります。

かみの毛は自分のすきな形にします。 中には器用な人は，丸

まげ姿の人形を作ったりしました。
ぬ町

0 でき上がった人形に，紙や布で着物を作ります。 一番かん
おび

たんなのは， くるりと巻くだけです。 そして，帯によいよう

なひもや布をよらんで結びます。 工夫して何まいも着物を着

せたり，すそを花よめきんのように長くしたりしました。 ま

たはうずき人形も作りました。

0 また， このようなどうもろこし人形や，ほうずき人形を使

って， ままごと遊びをすることもありました。自分たちの手

作りの道具で遊ぶところに，ままごと遊びのよさがあるので

す。

「ごめんください。 」

「どうぞ，おあ 1J " りくださ L 、。」

「きょうは， この子のひな祭りです。おひな様を見てくださ

いね。 」

「どうぞ，おかしを食べてください。」

「は\ \，えんりょ

なくいただきま

す 。 」

「おあじは，どう

ですか。 」

「とても，お L 、し

いですよ。」

ーと，まじめ

な顔で，わが子の

ように人形をあや

すのです。
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花の首かざり

3 月 に入ると，つくしが頭を出しはじめ，やがてれんげの花

が，咲きそろいます。田んぼは，れんげの花いっぱ円、で，速く

から見ると， ピンク色のじゅうたんをしきつめたようです。

「わあ，きれい。」ど，思わず走り出してしまいます。 一本つ

んでみます。刀、んざしにして，自分の頭にかざります。次には

友達の頭にもかざります。お互いに顔を見合わせて，に っ こり

します。胸にもつけてみます。れんげの花が， 11 とんど落ちて

しまいます。「わあ，何どかして胸にく っつ けたいなあ」。
むかし

女の子は昔から，身をかざ って，美しくしたいというねがい

があります。そうです。たくさんのれんげの花で，首かさりの

ようにしたら L 、 L 、の です。いい考えが浮かびました。もう夢中

てV れんげ.の花をつみ，土手に腰をおろして作ります。日麦かい

春の太陽がふり注ぎ，時のたつのも忘れてしまいます。
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さあ，みなさんも作ってみましょう 。 だれにでもできますよ 。

できたら，お友達にプレゼン卜してみましょう 。喜んでもらえ

ることうけ合いです。

作り方は， 自分で工夫したのていいですが，昔から伝わ って
しょうかい

いる作り方をご紹介しましょう 。

(1) れんげの首かざり

れんげの花や，すみれの花をたくさんつみ， それを連ねて作

ります。連ねるとき， 1 ;本のれんげの花を巻きつけます。 次に

は， もう | 本のれんけ‘の花を ， さきほどのれんげ、のくきに巻き

つけるのです。 これを繰り返してすきな大きさにするのです。

〈きが長すさる場合は，てきどうな長さに切るといいでしょう 。

アの図を参考にして〈ださ L 、 。

Fi犠
wjrft 

図 |

ー今

首 1;. ざ り

また ， 1.欠のような作り方もあります。 れんけ、の根元の部分を

ウめてい二つに割り， そ こ へもう 一つのれんげの根元をさしこん

でずっと 引 っぱ ります。 このように順につないで首かぎりを作

ります。 〈きがあまり長いと，花の数が少なくてさびしくなる

ので， ぐきの長さは短めにしましょ今。図 2 を参考にしてくだ

さ L 、 。
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図 2

(2) 白つめ ぐ さの首かざり

れんげの花が終わるころ，庭さきや川の土手などに，ク ロ ー

ノ〈ー の白い花が咲き始めます。白つめ草というのは， このク ロ

ー ノ fーの花のことです。もっともっと花の首かぎりで遊びたい

と思っていた女の子たちにとって，白つめ草はまたどないおく

り物です。 れんげ、の花の時と同じように，たくさん摘んでは，
じゅんぱく

純白の花の首かぎりを作り，およめさんご っ こなどをして楽し

く遊びました。

18 



草花どり

寒かった冬も， しだいにいきおいがなくなり，やわらかな目

ざしが野山にかがやきはじめるど，子どもたちは，なにもいわ

なくても春が来ていることを感じます。

まだ，かれ草色の池の土手から，ノj 、さなつくしを見つけ出し，

小川の岸から，ふきのとうの緑の色を発見し，たしかに来てい

る春に，胸をおどらせるのです。

こ れから，子どもたちと野山のつヌあいが， さかんになって

いきます。「つくしつみ J Iわらびとり J Iつは‘なつみ J I はなつ

み」「いちごとり」など，自然と一つになって，子どもたちの活

動がはじまるのです。

ここて， その遊びの中のいくつかを， しょうかいします。

(1) つばなつみ

春になって，ぽかぽかあたたかくなると，池の土手やノj 、川の

つつみには，「ちがや」が芽を 出しはじめます。 このちがやの若

芽を「っぱな」または「つんは・な」ど，子どもたちはよんでい

ます。

まだ，ちがやの花は， この若芽のつつの中に包まれています。

でも， 子どもたちは， この若芽の中に，銀色のやわらかい花が

っつみこまれていることを知っているのです。

びっしりと並んだ， ちがやの芽を

「つんは、なぬいた，毛向いた。」

と，言いながら，指でつまんでぬいていきます。つんばなは，
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きゅっきゅっと心地よい音をたててぬけます。

ぬきと っ た若い芽の，タ卜がわの葉をむくと，銀色のまぶしい

花のはが出て来ます。 それをてのひらにのせて，

「へびならじ っと せい。はめならどんでいけ。」

ど言いながら，両手の中でもみます。すると，まだ若い花は，

やわらかいのて\てのひらの中で，J、さな玉になります。もう成

長しているのはかたいため， もんでもすぐに，元の形にのびま

す。つまり，やわらかいのは食べられるが，かたいのは食べて

もおいしくないわけで，すててしまうのです。そのふるいわけ

を，両手でもんでしらべているわけです。

ほんとうに，自然と遊よかしこい子どもたちの知恵ではあり

ませんか。みなさんも遊んでみましょう 。

土手でほを出したっぱな
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(2) すいばつみ

麦のはが出る 4 月の終わりころ，田んぼのあぜには， やわら

かい「すいば」 または 「すかんぽ」のどうもでてきます。

指示 三
す L 、I.:f

(3) 野いちごとり

緑色をしたす L 、ばど赤味がかったす

いばがありますが，赤味がか っ たすい

ばは，食べられます。

あぜ道て1 れんげやすみれの草つみ

をして遊んでいると， このすいは、のど

うが見つかります。できるだけ長〈ど

って ， 皮をむいて食べます。すっ I ;l:" \、

味がしますが，塩をつけるどすこしす

っ ぱい味がやわらぎます。そのためタト

へ遊びに出る時は，紙に塩を包んていポ

ケットに入れていました。

しかし，たくさん食べると，たん石

という病気のもどになるのだそうです。

5 月の終わりごろになると， 山手の野原、には野 L 、ちごがたく

さんうれてきます。 赤くて丸い野 L 、ちこは，あまくて， ど って

もおいしいおやつです。野原、で野いちこ‘がたくさんとれた時は

いちこ‘がつ-);'れないように，いちこぜきし ( カニツリ グサ ) にさ

してオ寺って帰ります。

いちごさしにきしたいちごのたばは， きれいなので弟や妹が

よろこびます。 その顔を見るのも楽しみです。
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( \、ちごうしにう した lI'f いちご〉

(4) あまちことり

秋になると，田んぼのあぜや川つよちの草は，かれはじめま

す。しかし，あまちこの根っこは太っています。あまちこどは

ちがやの根っこのことです。 この根っこを土の中からひ っこね

いて水てづ先~\ よくかむと，すこしあま L 、汁が出てきます。

このように，子どもたちは， どこにでも生えている草の中か

ら自分のおやつをさがしていたのです。

自然の中にあるおやつは虫歯になったりしません。みなさん

も野や山へ出かけて食べられる笠をさがしてみましょう 。
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草笛

新学期も始まり，遠足のころになると麦の穂も つんつん伸び
むかし

て， あちこちに麦の黒穂 (く ろんは・) が見え始めます。 昔の子
ぬ-.、え

どもたちは，学校の行き帰りに黒穂、を抜き取り，麦笛を作って
ふ

よく吹いたものです。よ く 伸びた麦の穂に見えかくれしながら

男の子たちの吹くピー ピーと L 寸麦笛の音は ， 大へんのどかな

初夏の田園風景でした。

(1) 麦笛

作り方は，大へんかんたんて，麦の

くきの節を 一つ残して切り，その節の

上の部分に，ナイフかつめでたてにわ

れ目を入れるともう出来上がりです。

鳴らし方は，われ 目 を入れた方をく
す

わえて、吹くのではなくて吸うのです。

だれが作ったのでも， ピーピー とす

み切った音でよく鳴るから， うれしく

なります。 また， 出来上がっ た笛は，

どれもこれも，少しずつ音色がちがう

ので，おもしろみがふえます。 5 ~ 6

人が， ちがった音の麦笛を作って， ド

レミファ ・・・ ー ・ と楽器のように鳴らして

とくいになったものです。

く麦の穂のく~ >

害1) れめ
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(2) 豆の笛

麦の取り入れがすむころ，からすのえんどうが花を咲かせま

す。花がすむと，次々に小さい 4'"'-' 5 cm.のさやがて"きます。 ­

のえんどうのさやが， りっぱな笛になるのです。

作り方は，曲がっている 方のさやを

聞いて中の豆を取り出し，さやのまん

中 ぐらいから手でちぎります。そ して

切り口をタトにむけて くわえ、吹くどき

れいな音で鳴ります。強〈吹いたり，

弱〈吹いたり，その吹き方によってい

ろいろ音が変わります。

また， さやの大きさや， さやの切り
ね

方によっても，音色がちがうので，お

もしろく、たくさん作って遊びました。

その上に， こ の笛は，ロの中にか く

して鳴らすことができるので，だれが

鳴らしたか当てやいこをしたりして遊

んだものです。

24 
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草ずもつ

明治 ・ 大正から，昭和のはじめにかけて，いなかの子の遊ぶ
ざい り ょう

材料は ， 身のまわりにあるすべてのものでした。 何でも〈ふう

し て，楽しい遊びを考え出したり， 競争したりしたものです。
てんさい

だから，子供は遊びの天オでした。 野原の草も，校庭の木の葉

っぱも，みんな遊びの材料にしてしまう子供たちでした。

(1) すみれのすもう
むりさき

春になると，田んぼのあぜ道に， 紫色の花をつけたすみ

れがたくさん咲いています。これをたくさん取ってきて，す

もうをさせて遊びます。だから，すみれのことを，すもうと

り草ともいいます。

花の下のくきと続く

ところみヘ曲 1; " ってい

るので，その曲がり目

のところへ， 2 本のす

みれをからませて，
こさ出う

「ー，ニ，三」ど呼吸

を合わせて，そうっと

引っ (1 るのです 。

花が落ちたほうが負

けです。
しようぷ

負けたほうは，新しい花を出して，勝った花ど勝負します。

25 



強い花は，何回も，連勝するので，強い花の持ち主はうれ

しそうです。

「ゃ った，ゃった」ど，花を頭の上にさし上げて，叫んだも

のです。

すみれのほかに，クローパーや，れんげ草で，すもうを取

らせて遊んだりもしました。

(2) おおばこのすもう

おおばこの花のついているくきを引きぬき，図のようにく

きをからませて，

「ー，ニ，三」て\そうっと，引き合います。

きれたほうカヘ負けになります。できるだけ，キ艮もどのほ

うをからませるほうが，勝ちにつながるようです。

勝ったくきは，また新しいくさのちょう戦を受けます。

太いくきが，意外に弱かったり，細くても強いのがあった
よそう均九、

り，予想タトのこと1; " おこるところに， おもしろさ1;"あります。

この，おおは‘このすもうは，春から夏にかけて，よくおこな

われました。

にー/
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いたどりの水車

野山に花が咲き 乱れ， I 日|日 ど咳かくなってくると，子供

たちは，山へわらびやぜんまいを取りにでかけます。

途中 て ， いたどりを見つけると，子供た ちはわれ先にど ， い

たどり取りをします。かわいいのや， 50 cm を越すものもありま

す。ちょ うどアスノマラガスを大きくしたような汗五をしています。

これを 家に持ちかえって ， 食べたり 水車にしたりします。

水車の作り方

大きい節の長いいたどりを準備す 12 一晩水につけてがくど両はしが開

る。|

(白~主主±雪杢::::0:.主口-叶叩.ρ.九ぺ心ニこ=三=ご司

① 節をまん中に残して切り取る 。

② 雨 1.:1しを四つ引っか六つ害'J りの切

つめを入れる 。

3 両はしの開いたいたどりに尖ザを 1 4 はり金などて\ 水車をのせる台を

どおす。 I つくる o

x 
・ 木や竹で

三つまたを

つくる

Ez 
- 石を積仁

Y 
・ 木のまた

をさがす

Y 
・ はつ金で
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風車

春風 ・ そよ風・秋風 ・北風 ・こ がらし・からっ風，ずっどず

っとむか し b 、ら， 日本人は風にいろいろな名前をつけて親しん

てきま した 。

寒いj与が終わりに近づき，ノj 、川 にめだかが泳ぎ始めるころ，

冷たい北風はやさしい春の風に変わります。そんなとき，「風と

話をしてみたいな 。 」ど思った こ とはありませんか。 風の運.);'春

のかおりを「胸いっぱいにすいこんでみたいな 。 」と思った こ と

はありませんか。

そう思ったら， もういても立ってもいられないはずです。 さ

あ，寒がりさん， こたつからねけ出して近くの土手を思いっき

りかけてみましょう 。風に向かつて。もう 上着なんていらない

はずです。 たたノj 、さなかざぐるまを 一つ持って。

くるくる， くるくる 回 るかざぐるまをぐっとっき出して， ど

こまでも走っていけば，ほら，ネはいつの聞にかどこかへ行 っ

ちゃいましたよ。

作り方は， どてもかんたんです。 短い竹とはり金，それに厚

紙。 おっと，豆も |こ用意 し ておきましょう 。

さあ， それではさっそく作ってみましょう 。 わからないとこ

ろはお家の人にたずねてもいいですが‘まず自分で作ってみる

ことです。 だれでもできますよ 。

かざぐるまは，いろいろな作り方がありますカヘ まずそのー
しょうかい

つを紹介しましょう 。
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作り方 くその1>

① 正方形の紙に直線 ② 切れ自 の片方のは ③ 針金をさし過して.

の切れ目を入れる 。 しを点線のように曲 まめで止める 。

..‘ 、
、

、

ーどこ/
ーヲ 、

、

、ー・

. 
‘ , 

If る 。

める

竹や木で持つど こ ろ

を作る

うまく回りましたか。 まめのない人はセ ロテープをまきつけ

て止めてもいいでしょう 。 また，紙の表ど裏にちがう色をぬる

と美しいかさぐるまになります。

。

かざぐるまの作り方はまだあり

ます。 その 2 を見てください。ま

ん円いかざぐるまです。 コンノマス
じようぎ

や定規を使って作りましょう 。 は

り金にまめなどを使って止めるの

は| の作り方と 同じ です。祈り 曲

け、方を工夫するとよく回ります。

うずまきなどをかくと， もっと楽

しくなります。 色は，そう，春ら

しい明るい色を使いましょうね。

作り方 くその 2) 

切る

祈る
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うす

作り方 くその 3> 今度は薄〈切った

空ごう紙

竹を使ったかざぐる

まを一つ作ってみま

しょう。 3 の図のよ

うに竹をけずり ，そ

こに紙をはって作り

ます。けずるときは

手までいっしょにけ

① 竹材を平たくする 。

② 皮のついた方を斜線部の ように対称、にけず

っ てうす 〈 する 。

③ 斜線部に辱紙をはる 。

ずってしまわないように気をつけてください。 ィ、さい人はおう

ちの人に手つだってもらいましょう。また ， 紙をはるときは木

工用ボ ンドがいいと思います。
あ主

あとは穴を聞けて，その | ど同じようにはり金にまめなとで

止めるとできあがりです。 何だかヘリコプターや竹どんは、に似

ていませんか。
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どうです。かんたんに作れたでしょう 。 それではいよいよタト

も

に出 て 回し てみましょう。

とんどん走ってごらんな

さい。 そして ， 走りつか

れたら原っぱにこしをお

ろしまし ょ う 。 今度は春

風カJあなたのかさ ぐ るま

を 回し てくれますよ。

おや，あなたの足もと

に ， つくしが顔を出して

います。



木の葉のすもう

子供たちは，大変遊びがじょうずてす。 秋にな っ て，木の葉

が色づけは‘， それをつか つ て楽しく遊びました 。

(1) ポプラのすもう

ポプラの木は， との学校にも植えてあり，子供たちのニか

かえも，三かかえもあるような大木が，運動場で，青々とし

た葉を茂らせていました 。

秋になると，ポプラの葉

が，黄色〈色づいて，風が

吹くたびに，ひらひらど落

ちてきます。

子供たちは，休みの時間

になると，われ先にと，校

庭に走り出て，争 っ て落葉
ひろ

を拾い集めました。 拾 っ た

ポプラの葉は，葉の部分を
町そ i 

ヘタ
グ\

ノグ 、、、

I
1 

" l " 
〈 ポプラの葉 J

しごいて取り除き ， 葉の柄の部分だけにします。

こ の柄をからませて，引 っ ぱり合いをします。
しお

くきを強くするために， くきをやわらかくもんだり，塩づ

けにしたり，なかには，えの中に荷札用のはり金をひそかに
いは人しゃ

入れた違反者もおりました。

ポプラのすもうは，秋の終わりから，冬の初めにかけて，

よく行われた遊 びです。
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(2) 松葉ずもう

この遊びは， 2 本の松葉をからませて引き合~ \ ， 切れて，

ぱらぱらになったほうが， 負けという遊びです。

松葉は ， 年中青いので，いつでも遊ぶことができます。黒

松(おん松) がホ松 (めん松)より ， 葉がじょうぶなようで

す。

32 

この遊びを，「切りゃいこ」どよんでよく遊びま し た 。

また，庭の松の手入れをするときできた松葉で，すもうを

して遊ぶこども行われました。 一対の松葉ではなくて， 'J 、枝

のじくについた松葉です。

枝の先を， 15 cmほどに切ったものを，えん台の上に，枝の

葉先で立たせ， とんどんとたたいていると，両方が近づいて ，
たお

からみあってきます。 そのうち， どちらかが倒れて勝負がつ

きます。 い っ しょに倒れてしまうと，引き分け勝負なし， と

いうこどでよく遊びました。 とてもおもしろいのて\女の子

がよく遊んでいました。

〈松葉ずもう 〉



セセ舟

「春の，J 、 }Ij はさらさらいくよ……」暖かくなった寸、川のほど

りから，子どもたちの歌声が聞こえてきます。 のどかな昼下が

り，学校が引けたぺ、学生が三々五々と連れ立って帰って〈る 。

小川の流れに沿って歩いていた子供たちは，道ばたの笹の葉

を取って舟 を作り始めました。

ささぷね

(1) 笹舟のっくり方

笹舟は笹の葉でつくります。 その葉も広いほどでき上がった

舟の底が広くなって水によく浮きます。 はじめは，図 ( j )のよう

( I ) (2 ) 

① 答の葉を祈 って 両はしに切り込み ① 笹の葉を祈って，両はしに切ワ込

をいれ る 。 みをいれる 。

② 両はしをはさみこむ。 ② 両はしをはさみこむ。

鍵た弓三予
③ 笹の葉を祈り，そこを笹の茎でど ③ かた方も 同じよう に し て ，両はし

め て 舟のへ さ主にする 内 をはさみ こむ。
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さき

に笹の葉のはしをおって，たてにニつ切り込みをいれるのです

が，みじかめの方がよいのです。 あまり長いとそこから水が入
ささぷね

ってきて笹舟は浮くことができません。 (2) も同じ方法です。

(2) 遊び方

小川の流れにそって，そっと水に浮かべます。みどりの笹舟

が静かに流れていくようすは，見ていて本当に楽しいものです。

自分でいくつもの笹舟を作って流したり，友達の笹舟どいっし

ょに浮かべたりして楽しんでみませんか。笹舟はまた広い広い

;寄のタト国船、いつか乗った船を思い出させてくれるでしょう。

友達の笹舟ときょうそうさせるのも楽しいですね。同じとこ
はや

ろから笹舟を出発させて， どちらが速いかきょうそうさせるの

が~
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です。 追いこ

したり，追い

こされたりし

て進む笹舟，

みなさんの心

もはずむこと

でしょう。



輪まわし

ぽかぽかした春の日，近〈の広場に元気いっぱいの子供たち

が四，五人集まって来ました。簡単な道具を使って，みんなが

おもしろく遊べるものに，輪まわしがあります。
{!ヵ、 し

昔は，お正月前にはおけ屋さんが各家々をまわっては，ゆる

んだおけの「たが」の張りかえをしていました。その張りかえ

をした時の古い「たが」を輪にします。この輪は，おけの大き

さによって大，中， 'J、様々です。だから，遊ぶ時は大きさをそ

ろえてやったり，一つの物を交代ごうたいでしたりします。

近ごろでは，古い自転車のつかえなくなったものを車輪だけ

取りはずし， タイヤをのけたものを輪にして遊んだりもしまし

た。

;欠に ， そえ木を作ります。太く

てじようぶな針金 30~50 センチ

メ ート ルくらいの長さのものの先

を輪の半分くらいが，かかるよう

に曲げて作ります。あるいは，オ支

がまたになっている木を使ったり，

竹の末の方の車田くなった部分を切

り， その先の枝を短〈切ったもの

を使ったり，竹や木に針金をしは、

りつけて輪にかかるようにしたり

します。 こうして作った輪にそえ

木を使って次のようにして遊びま

す。

-輸の作り方

野 8
① おけのたが

古〈な っ たおけの 「 た

が」をもらってイ吏う 。

② 自転車の車輪

スポー クや 7 イヤをは

ずして，金の輪だけに

する 。
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初めは，ノてランスをと

ってまっすぐに進む こと

から始めます。それがで

きだすと ， どこまで進め

るか，距離で競争します。

さらにできだすと，カー

ブのあるコ ースをイ乍って

距離を競争して遊びます。

竹の枝を短〈切ったそ

え木を使うど，枝ど枝の

問 1J "せまいために， ノてラ

ンスが楽に取れます。

さらにできだすと，支

えのな L 、 | 本の棒や竹で

やれるようになります。

この遊びは， そえ木で
あやつ

輪を自由に操りながら，

- そえ木の作ワ方

① 針金をまげて作る

性一 50cm

②木で作る

> =コ

③ 竹で作る

④ 竹ど針金で作る

v口 E 

おりまげた針金を，竹にくくっつける

それがどこまで長続きできるか， という点に子供たちの興味は

っきま せん。 阜の通らない，J、道をすいすいと輪が進んでいく様

36 

子や時には，田や畑に落

としてしまったりして，

ため息をついている様子

などが自に;手かんできま

す。みなさんも一度やっ

てみませんか。



け んけんとび

けんけんとびは， きめられた区画の中に寸、石を投げ入れて，

そのノj 、石を片足でけりながら (けんけん) 次の区画へと進んて

行くのを競い合う遊びです。よく 似た遊びには， 昔は平安時代

の勺?まり H から今はホサッカ ーかなどがあ ります。 いずれも

片足で正確にけつることを目的にした遊びで，ノj 、さい子供から

お年寄りまで楽しまれています。

けんけんとびは ， 少しの広場 (遊び場) とノj 、さな石さえあれ

はJ いつでも遊ぶことができます。 こういう手軽さの中から起

こったけんけんとびは，昔の人の身近な所に楽しみを，何もな

L 、所から遊びを生み出そうとする願 L 、がこめられていたのだど

言えるでしょう 。

少ない回数で正確に入れることが勝敗の決め手です。 おまん
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じゅうのような丸い石は，軽〈けっただけでもコロコロと速く

へころがって行ってしまいます。逆におせんべいのような平た

L 、石だと，ほどよくころがります。 こ.ろがりやすい形，積み重

ねることのできる形等，昔の人は，遊びを通して体て吹ロらす.知

らずのうちにわかっていました。 けんけんとびに使う石は人に

よって好みの大きさや形がありますので， こういう石が一番い

いということははっきり言えません。

それでは，けんけんとびのルールの説明をしましょう 。

遊び方(その 1 ) 

( I ) 数人の子供が，一つず

つ平たいノj 、石を円意しま

す。

(2) 右図のようとじ円やかこ

いを地面にかきます。

(3) 横線の下の①のところ

にみんなの石を入れます。

(4) ゲームをする順番を，

じゃんけん等で決めます。

(5) I 香の人が①の中から

自分の石を②に投げ入れ

ます。 円のタトに石が出た

ら失格て， ，.欠の人と交代

します。

(6) うまく石が②に入った

ら，その円をまたぎ越し

て，片足でふり返り，後

ろの①の石を拾って持ち

「けん，ぱあ，けんけん
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むつかしくなるように

か こ t 、をか〈
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ぱあ 。 」ど片足でどびながら⑨まで進みます。 このとき，線を

ふんだり，片足とびのところを両足でつくと失格となり，次

の人ど交代します。 そして，石は①のふり出しにもどります。

(7) ⑨まで進むと，手に持っていた石を，⑩のかこいの中 (か

こいの中ならどこでもよろしい。) に投げ入れて， うまく入 っ

たら自分も入ワ，石をかこいの中でけりながら，ふり出しの

①の中 にけりこみます。 ①にうまく入ったら，また，①から

②に石を投げ入れ，前と同じ方法で進んで行きます。 と中で

線をふんだり，石が線よりタ卜に出たりしたら失格で，次の人

ど交代します。 失格になるまで続けますので， じようずな人

は何度もできるわけです。

(8) スタート①から進み，⑩を通ってもどの位置に帰るまでが

|回です。 例えば，③で失格になったら，石は②にとどまっ

て次回を待つことになります。

(9) 石の位置が遠くの円に進んだ人の

勝ちとなります。

(10) r けんけん，ぱあ，けんけん，ぱ

あ。」ど調子をつけて片足でとびなが

ら進みます。

遊び方(その 2 ) 

(1) 地面に右のような図をかき，石を

足もとにおいて，①ょっ始めます。

(2� けんけんで，石を①から②へけり

ます。

(3) うまく②へ入っ たら，けんけんで

②へ進み， また③へ石をけります。

(4) うまく②へ行けないときは，石を

④ ←③ 

⑤ ② 

⑥ ① 
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①へもどして休み，他の人と交代します。

(5) これを繰り返して⑥まで行けた人の勝ちとなります。

遊び方 (その 3 ) 

④ 一・ ⑤ 

③ ⑥ 

② ⑦ 

① ③ 

ふり出し 上がり

ア uιιι.LLLJ_ '

( I ) 地面に左のような方形の線を引き

ます。

(2) 自分のノj、石を持ち，決められた線

{ア)から，手で①に投げ入れます。

(3) うまく入れることができたら，片

足で②③……と進んで行きます。

(4) 最初にゴール⑧(上がり ・ 天)に

達した者が勝ちになります。

(5) 最初に投げた石や，けった石が線

にふれた時は失格です。途中で失格

した人は， 。自分の日間番がくるま で，

失格になった区画より一つ手前の区

画に石を置いて待ちます。 ⑥で失格

した人は⑤に石を 置くのです。

(6) 人数は 4 "'5 人が適当ですが， 2 

人で競争もできます。

(7) 区画の大きさは自由です。 上達した人どそう でない人では

大きさを変える必要があり ます。

(8) けりこむ回数 L 最初は 5 回までとか決めておき， うまく

入るようになるど， 4 固まで， 3 固までと，回数を減し てき

ます。

このように，けんけんとびは思ったよ りノ 〈ランスや器用さ を

必要とし，片足でけり進むと L 寸体力も必要とします。
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花いちもんめ

遠足などに行くと ， 子供たちは， 二組に分かれて， 「花いち も

んめ」をはじめます。

この歌は，桜の花が， 一面に咲いているようすをあ らわして

いて，子供たちが，お花見に行きたいという，願いの遊びの歌

だそうです。

この花見のさいそくの遊びか，春だけでなく ，子供た ちが集

まると ， 秋でも ， 王手でも遊ぶようになりました 。

子供たちが，二組に分かれて ， 手をつないで向かい合って立

ちます。ジャンケンをして，勝 っ た組か，「ふるさとまとめて花

いちもんめ」と ， うたいなから前進し， さいこに片足をあげま

す。

負けた系且カヘ「ふるさどま ど

, 
めて花いちもんめ」 ど，歌い

ながら前進して，片足をあげ

ます。( このと主，勝 っ た組

は，負けた組がせま っ てくる

のて。後へさがります。)

_";::.- ...r 

これを歌に合わせて くり返

L ，選はれた者が， ジャンケ

ンをし， ジャンケンで負けた

ら，勝った方の組に加わり，

これを〈り返して遊びます。

f右ト

J 

/ 

金J
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ふるさとまとめてはないちもんめ

J‘るさとまとめてはないちもんめ

αコちゃんがは い 、のてーはい 、ちもんめ

x x ちゃんがほしいのではないちもんめ

じャんけんぽん あいこでしょ

かー あってうれしい はないちもんめ

ま 一 けてくやしい はないちもんめ

花いちもんめ
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また次のような歌でもよく遊びました 。
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かごめかごめ

昔の子供たちは，ひとつほっちで遊ぶことはほとんどなく，

何人かが集まっては L 、ろいろな遊びをしました。学校では同じ

学年の友達ど遊んでも家へ帰れば，近所の年の遣う子供たちと

仲よく遊んだものです。

小春びよりの気持ちのよい日などに，お宮や公会堂 (地区の

公民館や集会所)の前の広場などでよく遊びました。

「かごめかニーめ」もその一つです。

この 「かごめか こeめ」の遊びは，子供たちが手をつないで輪

になり，歌いながら遊ぶのです。

く遊び方〉
おに すわ

① 鬼は，円の中心に座り， 目 を閉 じて両手て顔をかく します。

② 鬼以外の子供たちは，輪を作り手をつなぎます。

44 

かごめかごめ

かごの中の鳥は

いついつ出やる

夜明けの晩に
かめ

つると亀どすべった

後ろの正面だあれ
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だ

おに

③ 鬼以タ卜の子供は，

子 をどり ， 右回 りに回ります 。

鬼は歌わないで，輪の中心て" 目をかくして歌をじっと聞い

歌を歌 L 、ながら，

す

鬼以外の子供は手をつ

ています。

⑤ 「うしろのしょうめんだあれ」
すわ

ないだままその場に座り，「ワンワン」

て\

④ 

どど治、「ニ ャ ー オン」

声を頼りに当てるの自分の真後ろの子供の名前を，

ど大きな声でいいます。

か動物の声を出 しま す。

鬼は，

です。

r(わち ゃ ん」

名前がうまく合っている時は，

⑥ 

⑦ 

③ 当てられた子供が鬼になっ

て輪の中心に来て座ります。

名前が当たっていない時は，「ちがう 」 ど全員で声をそろえ⑨ 
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初めからやり直 します。

ていいます。

もう 一度鬼にな っ て ，鬼は ，⑪ 





ほおずき遊び

1 1 がず 5 おおばこの葉のほおず 5

海 11 伝ず 5

J) 
8 月の終わりごろ，ほおずきが夏の太陽をあびて，赤〈色づ

きます。 この赤〈色づいた皮をやぶると，みごどに熟した実が

見えてきます。 女の子たちはこのほおずきを鳴らして遊ぶのが

大きすでした。

さあ，みなさんもいっしょに作ってみま し ょう。

まず，出てきた赤くてつやつや した実を指の先でそろそろと

よくもんでやわらかくした後で， どり ロをょ うじてがっつつきな

h" らあなをあけます。そらそら，急いでもむと実をひね り つ.);' 

してしまいますよ 。 あなをあける時も ，ロ h" さ けてしまわない

ようにしないといけないのですよ 。
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あなをあけ，また， そろそろ気長にもんているうちに，ノj 、さ

L 、黄色の種が一つ-);'二つよどしるにまじ って 出てくるでしょう 。

かなりの種が出たところでまん中のしんが出ます。ロがさけて

しまったらイ史いものにならないので， この時も急いでひきだし

てはいけませんよ。

種が出てしまったら，水できれいにあらいましょう 。さあ ，

赤くすきとおった， うすい皮だけのほうずきのでき上がりです。

鳴らしてみましょう 。う まく鳴らせましたか。

どりロが，下くちびるに当たるようにしてロの中へ-).くんで

みてください。そして，よの前歯でそうっとおすと， さあ，ブ

ーブーという音が出たでしょう 。

0 
ほおずきによくにたノj、型の緑色をした，わたほおずきもあり

ます。これは，実を出さないて\ふくろ ごとロにふくんで鳴ら

します。海ほおずきも同じようにして鳴らします。

また，おおばこの葉をよくもんでやわらかくし，ニつに折っ

てーか所にあなをあけてほおずきを作って鳴らすのもおもしろ

いものです。

0 

ほおずきのふ くろの皮を下の絵のようにかえすと，お人形遊

びができます。

2 3 

踊
酬
をか
い
て
肴
物
を
主

せ
る

4 
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ざい く

麦わら細工

5 月 の終わりごろになると，むんむん暑くなって，あたり 一

面の麦田が黄色〈色づいてきます。やがて，いっせいに麦刈り

が始まります。

今の麦刈りは機械のカで行L 、ま

すから時間も短< ，楽にできるよ

うになりましたが，むかしは，ひ

とにぎりずつを鎌で刈り取ってい
こし あせ

ました 。 それは，腰を曲げ，汗を

流しながら朝から夕方ちかくまで

続〈大へんな仕事でした。

日 暮れがちかくなったころ，刈

り取った麦わらを境〈パチノ fチと

いう音とともに，あたりに煙がた

だよって，まるで深い霧の中にで

もいるような気持ちになります。
ざい〈

麦わら細工は， とり入れの終わ

〈ホタ lレカコツ

あ

ったあとの麦わらを使って，いろいろなものを編み上げて作っ

たものです。使う麦わらは，穂のとれたところから ， 1.欠の節ま

での長い部分のところで，これをたくさん集めてそろえます。

麦わらは，むかしからストローとしてよく使われてきたもの

で，中が空いているので， さしこんで何本もつぎたしていくこ

とができます。 刈り取った後の麦わらは水分をふくんでいるの

で，やわらかし曲げたり，ねじったりしても折れません。
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〈ホタルかごのっくり方〉

A 

く ;t、タ iレカブのっくり方〉

図のように， I 本の麦わらに 2

本の麦わらをさしこみ，三つの足

が出たような形 をつくります。

つぎに，図のように A の麦わら

をはじめの 2 本の麦わらの下に置

くと， こんどは 5 本の足ができま

す。ここまでできると， どの足か

らでも，まじわっているところを

折り曲げて，次の足の上に置きま 3

す。こんどは， 次の足をその次の

足の上、折り曲げて置きます。

これをくりかえしていって，足

が短くなるど，新しい麦わらをつ

ぎたして長くして祈り進めていくと，かわいらしいかごができ

よがります。

麦をメ1J るころは，ホタルがとびは

じめます。そのホタルを， このかご

に入れて，のき下につり下げると，

とても美しい夜になります。

みなさんも，麦わら細工をやって

みませんか。

〈麦わらでつくるもの〉

うま

3 キセル

2 キリ ン

4 麦わら真田 ( ひも )

く麦わらでつく っ たうま 〉
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かぶとむ し

こんちゅう

かぶとむしは，子供たちにいちばん親しまれている昆虫で

す。夏の初め， <ぬぎ林へ取りに行きました。〈ぬぎは，あま

ずっぱいにおいのする液を出すので，かぶとむしは，その液を

なめに集まってくるのです。

かぶとむしは夕方になるとよく動きはじめ，好物のじゅ液を

なめでいますが，昼は，木の根もとや落ち葉の下にかくれてい

ます。

子供たちは，大きくて強そうなかぶとむしをつかまえて遊び

ました。

(1) かぶとむしのけんか

52 

かぶとむしあそびで楽しいのは，かぶどむしどうしのけん

かです。
ぉ

2 匹の大きなかぶとむしを向かい合わせると，はじめは押

し合いをします。やがて ，

長い方のつのを相手のから

だの下に入れ，投げとばそ

うと L ます。 短い方のつの

ではねじふせようとします。

逃け‘たり，ひっくり返っ

たりした方1.; ，'負けです。そ

れは激しい戦いです。

ライ ノりレのくわ1.;"たむし



どもよくけんかをさせましたが，なかなか勝負がつきません

でした。

子供たちは，いつも，より強いかぶと むしをさがしてまわ

り，友だちのかぶとむしとけんかをさせて勝つと，宝物のよ

うにだいじにして世話をしていました。

(2) かぶとむしの力くらべ

かぶとむしの遊びには，

カくらべもありました。

自分のいちばん強そう

なかぶと むしと，友だち

のかぶとむしのカくらべ

をさせるのです。

つのに糸を結びつけて，引っ張り合いをさせたり ，重いに

もつを引 っ張らせて競争させたりもしました。

y 
「よいしょ，がんはれ，

1.1' _ì ;' どむし」

「負けるな，早〈早< J 

どえんだいをたたいて
おうえん

応援する子供たちはい

かにも楽しそうでした。
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とんぼどり

す

秋晴れの，澄み切った大空に，昭和20年 ごろまでは， とんぼ
むら

が，群がって飛んでいました。

子供たちは，「鬼ゃんま」などの大きなとんぼをねらって，野

原をかけまわりました。

とんぼの中には，飛んでいることが多 L 、 「ゃんまとんぼ」の

なかまや，止まっていることが多 L\ 「しおからとんぼ」のなか

まなどがおり，種類によって，住む場所，飛び方，止まり方な

ど，少しずっちがっています。

取り方には，いろいろな方法があります。

(1) さい集のしかた

撃
。
ω

宍
ハω

宍
什
川
り

A
U
 

宍
刊ω

-ょ う虫をとるとき

あみ・・・わ くのしっかりしたもの

まほうびん…，J 、さめの薬びんでもよい

・成虫をとるとき

あみ…ロの大きいもので，わくのじようぶなもの

かご…布でおおっておく

三角紙…羽をいためないため
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あ λ

どんは"は，追いかけるとにげ、るので待ちょせをし，網は， と

んぼの尾の方からかぶせて取ります。

(2) ょう虫のかい方

① えさは， 多くやり過ぎると食べ残すので，食べきれる量

だけやります。

② 石 などを入れて ， ょう虫 (やご ) のかくれ場所を作って

やります。

て

ほ

補

て
の
す

立

そ

素
ま

を

U
酸
り

枝
ど
な

の
る
に

め
れ
が

た
。
入
れ

の
す
を
く

か

化
ま
草
か

う

羽
り
水
う
や

や

刊
し
給

③
④
 

水草が枯れると， 7Jくがくさ

るので注意がいります。

⑤ 砂利をまぜたどろを入れ

ておくと， 7j<.. h " にごりにく

く観察がしやすくなります。

(3) 成虫のかい方

取って帰ったとんぼは，ダン

ボールの箱などでかいます。

ダンボールの一方を網にしま

す。飼育箱は， やや大き目の箱

で，箱の中をとんぼが， 自 由 に

飛べるよういしてやります。 食

「論議
ミム5

あみのはった飼育箱

べ物は ， シ ョ ウジョウパ、エや， を飼っている転車

よこはいです。 大きさもてごろ

で， どんぼはよろこんで食べます。

Jもす "‘
水 1f. 水洗ノ〈ット

こ のほか， とんぼの取り方には，針金の先を丸めて輪をつく
すは

つ， それに， くもの巣を張りつけて取る方法や枝の先に， どり
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もちをくっつけて取る方法も行われていました。

また，止まっているとんぼを見つけると，そっと近づきなが

ら，右手の人差し指 (左ぎきの人は左手)をくるくる 回すと，

どんはは指を見て，あの大きな眼をくるくると回します。

はじめは，大きくそろそろ回し，だんだん小さくしていくと

とんぼは， 目が回 ってし まいます。そろそろ終わりに近づくと

速く回します。そうすると， とんぼは動かなくじっとしてしま

います。それを手でっかまえたりもしました。

っかまえたとんぼは，自分の家に持って帰り， 自分の指にか

みつかせたり， どんほどうしをかみ合わせたりして遊びました。

なかには，捕えたとんぼのしっぽを糸でくくり，竹の先に結

びつけて遊んでいる子もいました。 とんぼは，捕われの身も忘

れて， さもうれしそうに空中に向かつて飛んでいました。しか

し，なんどなくとんぼが

かわいそうに思うときが

ありました。
町うやく

農薬の関係て\姿が見

えなかったとんぼも，最

近は見かけるようになり，

秋を楽しませてくれます。
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いなごとり

重信町には，田んぼがたくさんあり，重信川の土手には，草

原が続いています。

昭和20年ごろまでは，田んぼの あぜを歩いたり ，土手の草を
おどろ

踏んで遊んでいると，いなごが，足音に驚いて，パタパタとは

ねて逃げだしていました。

その後，農家の人がお米をた〈さん取るため，農薬を使いだ

したのでだんだん見かけなくなりました。

けれども，最近は，野原、を歩きますと足音で驚いたのか，あ

ちこちでいなご飛び出し，野原を歩〈楽しさがふえました。

ショウリョウノ〈ッ 7

イナ ゴ

〈 ノ{';! Y のなかま 〉
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句ち す

いなごは.稲の葉を食べたり，実から出る車しを吸ったりして、

稲に害を与える虫なので，農家の人にどっては， このいなごの
ひ がい

被害を，少しでも少なくすることは大切な仕事でした。

そこで， このきらわれものの，いなごたいじに，ひとやくか

っていたのが子供たちです。

自分の家にある針金を， 30cm ぐらいに切り， くしを作ります。

これを数本持って，田んぼのあぜを通ったり，田んぼの中を歩

いたりして，い J午、ごをつかまえます。

| 本のくしに， さし切れな L 、〈ザ らいさし，たくさん取れたど

いって，元気よく家に持ち帰ったものです。

針金のタトに， 自分で竹さをけずってくしをこしらえ，いなご

を順々にさして， くしにいっぱいにして持ち帰る子供もいまし

た。

稲から稲へ，あぜからあぜへ
まよ

と逃げ迷ういなごを追いかけ，

兄弟が競争して捕らえるのはど

てもおもしろいものでした。取

って?帯ったいなごは，にわどり

のえさにしました。

どこの農家にも，にわどりを
わ

5 羽か 6 羽はかつており，その

にわどりの世話は，子供の役で

したので，にわとりに食べさせ

ました。いなごには，栄養分が

たくさんあるので，いなごを食

べたにわどりは，おいしい卵を
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たくさんうみました。そして， こ の卵を，おべんとうのおかず

にしてもらいました。

このように，いなご取りは，ほんどうは家のにわどり の，世

話をしているのですが，子供たちにどっては，おもしろい遊び

でした。

大正や昭和の初めごろは，今のように物が豊かでありません。

くらしも楽ではないので， この栄養のたくさんあるいなごをお

かずにして食べました。

夕飯をたいたあとの，炭火の残り火をかき出して，いなJ ごを

:境きます。そして，家族みんなの夕飯のおかずにしました。し

ょう油をつけて食べると大変こうはーしし細かくすりつぶして

ふりかけにすると，ごはんがおいしく食べられました。
いね

このように，いなごという稲の害虫は，私たちの生活のため

に役立ってくれてもいたのです。
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ほたる h" り

ほ，ほ，はたるこい

あっちの 7]<. はに h"~ 、ぞ

こっちの 7]<. はあまいぞ

ほ，ほ，ほたるこい

初夏のころ，重信の

子供たちは，この歌を

歌いながら，ほたるが

りに出かけました。

「ほたる取りに行こ

守コ。」

「うん，いこ。いこ。」

ど言って出かけようとするのですが，そんな時お母さんは，

「夜は，はめが出るけん，いかんいかん。」

と言います。それでも，

「気をつける。気をつける。」

と言いながら兄弟そろって出かけるのでした。

そのころは，「ぎいやんじ」という大きなはたるや， 'J 、さな「ち

かちかぽたる」というのがおりました。このぎいゃんじという
げんじ

のは源氏ぽたるのことです。松山では， この源氏ほ‘たるのこと
ぎあんじ

を「義安寺ぼたる」ど呼んで.いました。それは義安寺(道後石

手寺の近<)前のノj 、Jl I が源氏ほ、たるの名所として有名だったか

らです。そこで，重信では，ぎあんじほたるがなまって， ぎい

やんじになったのでしょうね。
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このぎいやんじは，今で も，夏の夜，草のよや木の下をすい

すいとんでいるでしょう 。 手をのばせばすぐっかまえられそう

なのに， もう少し の ところで，すう っ とにげてい っ てしまいま

す。高くとんだり，ひ〈くとんだり，

り， どきどき光をけして見えなくなったりします。

むかしは， > J 、 11] にはあ L I.J" 多〈生えており，そのあしの中で

びかっぴかっと光っているほたるを，飛び上がって来る時をね

右へ行ったり左へ行った

らって， ささ竹でさっとはたいて取っ ていました。

取ったほたるは，麦わらのねじれかごや，ね ，) ;'かの中へ入れ

て持って帰っ ていました。 ね ，) ;'か (ねぎのくき )

とすきとおって，中のほたるカヘぽお っ と見えて，

の中へ入れる

それはきれ

ほたる草を入れて， きりをふいてや

おじいさんが「ほたるにねずみ

家の中へはなす

いでした。

持って帰ったほたるは，
的きした

って軒下へつっておきました。

と言って，のしっこがかかったら火事になる」
ゆる

のは許してくれませんでした。

夕方になると，取っ てきたはたるは，

事ヨ

そ っ とにゑず してやって

いました。

こんなにほたるがりに出かけませんか。みなさんも，

た

こし〉

耳

一宮主君
ぃ

吉
一

E …z 
t寸コ

ヨ
‘

ぞ

ゴ
J
a昌

匡
一の
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せみどり

待ちに待った夏イ木みh"やってきました。子どもたちの家庭で

のくらしがはじまります。夏休みは，自分で自分のくらしを決

めなければなりません。

はじめのうちは，白分の生活の計画をたててくらすことに，

とまどい，学校へ行くどきの朝のようにはやく起きてみたり，

何をするのかわからないままに宿題をしたりして日を送ります。

しかし、少しして夏イ木みである こどに気

がつきはじめるころ，聞こえてくるのは「せ

み」の声です。 さっそく，子どもたちは，

せみどりをはじめます。

せみには，種類がいろいろあ って ， 4 月

ごろ松の生えている山で，ねむそうに鳴く

「まっせーみ」。夏休みのはじめごろによく鳴

くのは，「にいにいぜみ」。夏もさかりの 8

月のはじめころになる と，シャーシャ ー シャーと，にぎやかに

77' ラゼ三
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鳴く 「くませ伊み」や， ギィーギィーと鳴く

「あ_.ì ;' らぜみJ h " 出てきます。

やがて夏休みが終わりに近づき，子ども

たちのぺよh "少しさみしくなっかけたころに

は，「つ くっくぼう し」。夕方や雨の降る前

には，「かなかなぜみ」が鳴きます。

それぞれのせみには，いろいろなどり方

があって， とる道具もちがうときがありま



す。兄さんがノj、さい弟や妹をつれて，せみどりあみを持ち，年

下の子にかこe を持たせて ， なかよくせみどりをしている姿は，

とてもいいものてすね。

では， そのせみのとり方のいくつかを紹介します。

(1) ふくろで、とる
はりがね らょっけい

ふくろは， じようぶな針金で直径 10 '"'-' 15センチメ ー トルほど

の輪をつくり， これに長さ 30センチメ ー トルほどの 白 い布のふ

くろをぬいつけます。ふくろの直f査

は，あまり大きくない方がどりやす

いです。また，ふくろが長いのは入

ったせみを逃け、にくくするためです。

(2) とりもちでとる

どりもちは， ときにお店で買うこ

ともありました 1:;"， むかしは，たい

てい自分で作っていました。作り方

(.;l:, 
① 小麦粉に水を初えて，たたい

てつくるの。

② どりもちの木の皮を石でたた

針金の輪

き，ねばりを出す。 布で作ったふくろ
てきとう

③ ハエ取り紙を適当な大きさにハサミで切って，竹ざおの

先に巻きつける 。

す

(3) くもの巣をつかつてとる

針金で作った輪に，大将ぐもの巣を何重にもからませたもの
あば

で，巻きつけたくもの巣が少ないと ， 大きなせみは暴れて逃げ
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す

ふくろでも， どりもちでも， くもの巣をつかっ

てでも，せみをとるときには，せをの4長

ろの方からゆっくりど近づけることが大

切で，急な動作をすると，せみはおどろ

いて逃げてしまうので注意しましょう。

てしまいます。

〈もの糸のうお

イ
(4) せみの種類

① くまぜみ

② あぶらぜみ

③にいにいぜみ 川， ん

④ まつぜみ

⑤ つくっくぼうし

⑥ かなかなぜみ

⑦ あなぜみ(まだ土の中にいるせみ)

これらのせみの中で， くまぜみは L 、ちばんからだが大きし

動きもすばやいせみです。そ の上，高い木のてっぺんによくど

まるので，なかなかっかまえることができません。そ の点， 'J 、

さいせみは，木の低いところによくどまるので，たやすくとる

こと yう どできます。 高いところにいるせみをとるには， そっと ，

木に登ったり，竹をつぎたして長くしたりします。

どったせみは，せみかごの中でも鳴きますが，長くは生きず
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たいていは， 2 , 3 日のうちに死んで しまいます。

(5) あなぜみとり

あなぜみは，土の中にいるせみ
ょうち由う

の幼虫です。 木の根元あたりのや

ややわらかい土の表面に，ノj 、さい

あながぽつぽつとあいているとこ

ろ b九あなぜみの住みかですから，

居場所はすぐに見つけることがで

きます。

このあなの中に，藁を|本そっ

とさし入れてごらんなさい。

あなの中の幼虫が，わらの先を

つかむと手ニザ たえ h " ありますから，

急がないでゆ っ くりど引き上げて

やりましょう 。 とくに，あなの出

く あ なせ'みのと q 方〉

ロのところで下に落ちやすいので，気をつけましょう。
かや よ く

どったあなぜみは，ひど晩蚊帳の中にどまらせておくと，翌

朝にはきれいに羽化して親ぜみになります。

くせみの羽化の よ うす〉
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すず だい

涼み 台 っくり

t. むか し

7 月に入ると，夏休みを指折りかぞえて待つのは，昔の子ど

もも今の子どもも変わりはありません。なかのよい仲間たちと

のびのび野山 をかけ，川あそびをし，夏祭りの夜店を楽しむの

も，昔も今も変わらないのです。

その中で，今ごろすっかり忘れられたあそびになってしまっ

たが，昔の子 どもたちが，いちばん夏休みらしいあそびとして
すず だい

作っていたのが「涼み台っくり」です。
まるた

子どもたちは，夏休みが近づくと，涼み台をつくる丸太んぼ
しきいた

うや敷板にする板集

めにかかります。

休みに入ると，す

ぐ，友だちが集まっ

て手伝い合い，涼し

L 、木かげをみつけて

涼み台をつくります。

( 1 ) 涼み台のっくり

方

① 家の庭の枝の

出かたなどをよく見て，木陰の涼しい棚のかかりそうなと

ころを見つける。

② 枝から枝へ，または枝から塀へ，枝から石垣へなど\そ

の場所に合っ たやり方で，丸太んぼうをさし渡して，家の
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土台のようなしくみをつくる。杖と丸太んは・うは，わらな

わて\ しっかりとしばりつけ，落ちないように工夫します。

③ 土台がしっかりできると，その上に，できるたけ幅の広
ざ

L 、板をしきならべて，座をつくります。この板も，ずり落

ちないようになわでしばったり， くぎ千丁ちします。

④ 板を動かないように止めると，その上に「ござ」や「む
ざ しき

しろ」を敷けば， りっぱな座敷ができます。ぼくの， 1 まく

らの夏の座敷です。

(2) あそび方

できあがるど，手伝い合った友達と，わくわくした気持ちで
くろう

上にあがり，涼み台をつくった苦労話をし合います。ねころん

で，いろいろ語り合ったり，宿題をし合ったりします。

一けんの家の涼み台ができ， しはら〈楽しむと， こんどは次

の友だちの家の涼み台っくりに行きます。ここでも同じように

カを合わせてっくります。家によって，涼み台をかける場所や

庭木のようすがちがいますので，みんないろいろ意見を出し合

L 、ちえとカを合わせてっくります。

子どもたちは，大人にさしずされないで，自分たちの手足ど

ちえを出し合って，大エさんにでもなった気持ちでつくります。

ほんとうに子どもらし~ \，健康な，たくましいあそびでありま

せんか。

友だちの来ない 日 は，涼しいせみしぐれの庭の涼み台に，ひ
すず

とりであがって読書をするのです。地上の高い所ですから，涼
〈うそう

しい風が吹いて来ます。本もたくさん読めます。楽しい空想も

わいてきます。いつのまにか，すやすやひる寝をしてしまって
時的

いることもあります。 夢のような夏イ木みです。
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棒たおし

若葉から青葉になる季節に，子供たちは，木の下に集まって

はいろいろな遊びをよくしたものです。 せまい校庭や道までも

今のように，セメン卜でぬりつ.) ;' したり，ほそうしたりしてい

ませんでした。だから木の下には，土や砂、がたくさんありまし

た 。 子供たちは， この土や砂にさわって遊.);' ことが大好きで，

よく遊んだものです。 2 ， 3 人集まるど，よく木の下にしゃが

み込んで絵や宇をかいたり，小石やおはじきなどで遊んだりし

ました 。 その中の一つに棒たおしがあります。
たお

砂のノj、山を作り，そのてっぺんに棒を立てます。 その棒が倒

れないように砂を取っていくのです。

はじめは，思い切り

両手で砂を自分の方へ

取つてのけますが，お

わりごろになると少、し

の砂の山に棒がやっと

立っているのですから

息をころして棒を倒さ

ないようにそっとそっ

と，両手で砂を少しだ

け取ります。自分が棒

を倒しはしないかとド
たお

キドキします。 {到した

68 



方が負けになるので，何ども言えないスリルが味わえるのです。

遊び方

① 木のアへ 2 ， 3 人の子供が向き合っ てしゃがみます。

② しゃがんだ子供たちて\木のまわりにある土や砂を両手で

集めて，みんなて"，J、さな山を作ります。

③ 小山のてっぺんに短い棒ぎれをひろって来て， まっすぐに

立てます。

④ ジャンケンをして勝っ た者から，J、山の土を両手で，向こう

側から自分の方へ向けてよせ集めます。

⑤ 順番に，何度も棒が倒れるJ いようにまわりの土をのけてい

きます。

⑥ 土を取った時に棒が倒れた者が負けになります。

⑦ 勝負がつくと，またはじめのように札、山を作ってします。

下校の時，他のクラスの友達を待っている間，この棒たおし

を校庭の木の下でしたり，お寺やお宮，また公民館など広場で

よくしました。

何の道具もいらな\ \，たわいのない遊びです。 土や砂のある

所であれば，だれだっていつでもできます。みなさんも，やっ

てみませんか。
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水でつぽつ

夏の子どもたちのいちばん楽しい遊びは，水遊びです。どこ

のおうちにも，夏のお庭には，たらいやノ〈ケツやおけが出して

あって，子どもたちは，お昼ごろになると，それらの入れもの

に水をためて，水遊びをしたものです。その遊びの一つに，「7jt

てや っぽう」があります。

その水ていっぽうも，みんな自分でいろいろ材料を集め， 自分

で考えて，よくとぶもの，つづけさまにどぶものなど，工夫し

てつくったものです。そのいくつかを， しょうかいします。

(1) つつの先から水が出る水でっぽう
かんたん

これが，いちばん簡単にできます。最初はこれから取り組む

とよ L 、でしょう。

引 く
:2)(-

(1) "_ " 
押す
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竹に布をまきつけ，ひもで< <る。

竹のふ し に小さい

あ な をあける。

遊び方

① はじめに水の中

に(イ)のところをつ

っこんで， (ロ)のひ

きキ奉を引くど， 水

が入ってきます。

② 水が入ったら，

とばしたい方を向
お

けて(ロ)を力強く押

すと，水がとびま

す。



(2) 上に水の出る水でっぽう

中の竹の先を指でおさえてお いて よに上げ，その指をはなし

て下におした時に水がおび出します。 この作り方だと，何回も

〈り返して水をとばすことができます。

また，次の図のように，中の竹を何本も つぎ足し，先 を如く

すると，より高〈水をとばすことができます。 大きさの合う竹
さカず

を探し，寸、万でけずったりしてつぎ足していくのは，なかなか

むずかしいようです。

0 あなを，j 、う 〈 する工夫

水の出るあなが

小さいほ ど高〈ピ

ぶので， こんな工

夫をした。

中 の竹

図|

自転車のチューブやゴムで

ノ f ッ キン代わっにしたり，ビ

ー玉 を入れたつする 。

遊び方

① 水そうやバケ ツ，たらいの水の中に水てーっ ぽうを入れ，

図|のように(イ)の先を空気がもれないようし っかり 指でお

さえます。 そして， (ィ)を上に引き上げ' ると，中に水が入っ

てきます。
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図 2

③①，②をくり返せば，水がる:く

なるまで，何回も，水をとばすこ

とができます。
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(3) つつの横から水をとばす水で、っぽう

これは，横に細いつつ(竹)をつけるのが，大変むずかしい

ようです。

A
I
l
l
i
1
1
I
I
l
l
 

i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
ψ
 

昏
』
4
4
6ど

う
た
に

ぼ
け
検
夫

つ
つ
を
エ

で
に
水
す

水
水
ま
ぱ

。
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遊び方

① 水てψっぽうを水の中

に入れて， (ロ)を引き上

げると，水が入ります。

②(ロ)を下に強〈押すと

中の 7]<. ;Q ，.(イ)からとび出

します。



l
 
l
 

、
，
，
F 遊 び

夏の代表的な遊びは，何どいっても，「泳 ぐ」 ことであ ったよ

うです。砂遊びをしたり，また，水の中へとびこんだりして，

一日中遊んだそうです。

泳ぐことのほかに楽しいのが，魚どりです。

昔は， ) iIの水がきれいだったので，魚もたくさんいました。

どじょうやうなぎ， しじみなど，遊びな IJ"らどり，持ってー帰る
ばん か

とそれが晩のおかずになるので，遊びど仕事どを兼ねていたよ

うです。

魚をとる時には，前の白から集ま って相談し，みんなで道具

を 用意したりする のも楽しみの一つでした。

(1) もつことり

いちごさし (カニツリグサ)どいう 草でさおをつくりました。

いちごさしというのは， 50cm ぐ・らいのあしのような草で，細い

毛のようなものが両はしにあります。そ れの葉をすっこいで (手

でしごいてのけること)細いしんだけにして，つりざおにしま

す。
ょうち印う

そして，石の下にいる「ご虫 J (かげ、ろ うの幼虫)の大きいの
さカf どう

を探してとり，そのご虫の胴をいちごさしの先にくくりつけま

す。

ご虫をつけたいちごさしのつりざおを， そうっと石ど石の聞

におろすと， もっこが く いついてきます。<いついたと思った

ら， さっとしゃくってひきあげるのです。

73 



とれたもっこは，これまた，いちごさしの草にエラからさし

通し，たくさんさしつらねて持って帰りました。

(2) どんことり

どん ことり

小川の川はばをせまくしたり，

石でせきとめたりして ， J1] 上から

追いこんでどります。じようれん

やあみを使い，たくさんとったも

のです。

(3) どじょうとり

昔は， 'J 、川やみぞの石を一つよ

げてみると，むれるくらいたくさ

んいました。
いね

田んぽの稲が育つ聞は，おひゃ

くしょうさんは， 田んぼにいつも

水を入れています。 どじょうは，

その田んぼの水の中で大きくなっています。

品
別
ど

λ
ω

」

、
ぇ
、
え

う
瞳
ぽ
を
つ

ね
A
W旧
「

い
d
ポ
ー

キ
品
l
b
/

、
、

ん
近

、
さ
の

、
内Jょ

と

戸

し

み

水

や
マ
ム
リ

ひ
こ
お
といす

い
出
の
を
頭
水，の宇

品

，
ヵ

t
t
v

ろ
ん
こ
田
と
の

ふ
、

いね

う，J 、さな木のおけをしずめておきます。稲がみのって，水がい

らなくなると，因坊、ら水を落として，田をかわかします。 だん

だん水がへってくると，田の中じゅうにいたどじょうは， しぜ

んに水の出ロに集まって来て，その近くにあるつぼえにたまる

のです。そして，田の水が落ちてしまったころ，おひゃくしよ

うさんは， そのつぼ‘えの中から，ぜんぶどじょうをとることが

できるのです。

手でにぎると，チューとかキューという声 h"聞かれるのもお
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もしろいことでした。

とれたどじょうは，水

どどうがらしの入ったノ〈

ケツに入れ， どろをはか

せた後ー， どじょう汁にし

て食べました。

どじょうやうなぎは，

ぬるぬるしてつかみにく

いので，図のようにゆが

めてつかむどすべりませ

ん。

どじょうのどり方には，

一一/?

人

つ なぎやどじょうの

つかみ方

かみ

小みぞの下へじようれんを入れて，ょの方から足でどじょうを

そのじようれんに追いつめてすくいあげる方法もあります。

(4) うなぎとり

石 ど石どの 「がま J (問 ) の中へ手を入れると， うなぎゃなま

ずがいました。
ぁ

「もじ J (竹で編んだ、入ったら出て来られない細長いかご)

でどったり， とうゑJ らしをきざんで川に入れ，からさに菌キって

出て来たところをとっ

たりしたそうです。

どったうなぎは，火

ふき竹でふいて炭火を

おこし， うちわてー あお

ぎながら焼いて，食べ

ました。
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(5) ツガニとり

ツガニは，雨がふると，川から道に上がってきたりしていま

した。
りょうくち

夜，「両 ロ」で川を照

らしてとって歩きまし

た 。

この ツ ガニ を入れて

ごはんをたくど，だ L

bず 出て， とてもおいし

いそうです。

(6) たにしとり
いね

両ロ

カンの両慣れ二 ，由にひたした 1 3:ろ

布 をつめこみ.火 をつける。

木の先に < <りつけ . 持って歩い

一~ 。

たにしは，稲をかった後の田んぼのひびわれの中にもよくい

ました 。 親が仕事をし ている 問，「帰ったら食べさ してあげるけ
ひろ

ん，せいだしておとりよ 。」 と，はげまされて，拾ったものて

す。

身は，こりこりして，サザエの よう1 で，おいしいんですよ。

(7) しじみとり

いつも水の流れているきれいなづ、川の砂のところをすくうと

しじみがた〈さんとれました。

土用の丑の 日 には，「しじみを食べなならん。」 ことにな って

いて，みんなが，お汁にしたりして，食べていたそうです。

松山の方からも，「にないかニポ」をし 守よって， し じ みを買いに

来ていたそうです。

今では， もう，見られない情景ですね。
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しじみうり

みなさんも，あ-);'なくないよう
勾ょうせん

に気をつけて，魚どりに挑戦して

みませんか。

家の人どいっしょにするのもい

いですね。
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国 と

小川を流れる水音が高くなり，ほほをなでるそよ風もさわや
あざ

かです。山の新緑も鮮やか，大地も呼吸を始めま した。みんな

でタ卜に出て大地にふれてみましょう。地面のひんやりした手ざ

わりが， ここちょいはずです。

「国どり」ど L 寸遊びを知っていますか。遊び道具のあまり

なかったお父さんやお母さんが，子どものころよくやった遊び

です。広い場所もいりません。遊び方も簡単です。さあ，みん

なでやってみましょう。
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遊び方

① おはじきか平べったい寸、石を

ひとつずつ持って， 2 人で向き

合ってください。

② 地面に大きな円を書き，両方

から寸、さな半円を書いていきま ず

す。(図 I ) 図 2 一|

③ 向かい合って，まず|か所を
じん

自分の陣地にします。

(図|のア・イ )

④ じゃんけんで先にやる人を決

めます。先にやることになった

人は， 自分の陣地のとなりの半

円の中へ指先でおはじきをはじ



き入れていきます。

ふ主にかからず， うまくとなりの

半円の中におはじきが入ると，白
じん

分の陣地になります。

これをくりかえします。 おはじ

きが線にかかると相手ど交代し，

半円がなくなるまで続けます。

(図 2 の|・ 2 ) 

⑤ 図 3 のようになると勝負がつき 図 3

ます。

取広
す
を
ま
地
り

以
障
な

y
」

は
ち
合
勝
場
の
の
人
図
の
の
ア
こ
た

つ

図 2-2

/ 
(線にかか ると交代

に します。)

/ "" 
ア

小さなお友達にでもかんたんにでき

る楽しい遊びです。 3 人以上でやって

も， 2 人ずつのチームを作ってやって

も，また別のおもしろさがあるでしょう 。 お友達を大勢さそっ

て， さあやってみましょう。

遊び終わったら，地

面の線を消して，手を

洗うことを忘れないよ

うにしましょう。
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ょう へい

大豆の葉柄細工 (みこし ・ かご)

だい ず

秋が近づくと，自のあぜに植えられた大豆(あぜまめ)の実
じゅ 〈

が熱してきます。あぜまめは，塩ゆでにするとおいししおや

つがわりとしてむかしから大へん喜ばれました。

この，あぜまめの葉柄が，みなさんの楽しい遊び道具の材料

となるのを実ロっていますか。

あぜまめの葉柄は，実が熟すこ

ろになると，枯れて落ちます。落

ちている葉柄を何本もひろい集め .

て，それを折り曲けたり，組み合

わせたりして，づ、さいみこしゃ，

かごなどを作ります。

材料が短い葉柄で，麦わらのよ

うにつぎたすことができないので
ていど

大きさは片手でにぎれる程度のも

のしか作れません。

て1上がったみこしを宣いに当 くあせt めの納て寸乍 っ たみ こ い
て合L 、，はや く 相手のものをこわ

した方が勝ちとなります。 固し
あ

しっかりと編んだものがこわれにくいのです。 女の子は，みこ

しのかわりに心、さなかごを編んで，虫やカエルのお家を作 っ て

みてはどうでしょう 。

みなさん， このあぜまめの葉柄て\みこしや小さいかごを作

ってみませんか。
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木の実どり

いね

身のまわりの稲のはが黄色くなりはじめ，すみわたった空か

らもずの声がきこえはじめると，子どもたちは，あの山には，

もう「秋ぐみ」が赤くうれはじめていることや， この松の山に

は「みどり」という「どりもち」の木の材料になるやどり木の

実が， うれはじめたこどを体で感じとり，休みの日を待ちかね

友だちとさそい合って山へ出かけます。

平和な自然の中で育 っ ているたくましい子どもたちのほほえ

ましい遊びがはじまるのです。

送金
やど りさ:

λÍØ ぃ 、川

えのき
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(1) みどり(やどりぎの実)

む竹、し， ごはんやおかずは木をもやして，かまどでたいてい

ました。木をじかにもやすのは，むずかしいので，すくず(松

葉のかれたもの)をたきつけにしていました。そのすくずを山

へ集めに行くのは子どもの役目でした。近所の友だちとさそい

合って，山へ行きます。

山へ着くど，すくずを「炭だわら」にいっぱい集めます。競

争のようにして早〈集めます。入れ物の炭だわらにいっぱいに

なり，帰るしたくができるど，「みどり」さがしをします。高い

松の木の枝にあるので，お兄さんたちが登って寸、枝ごと折り取

って落としてくれます。

すくずの炭だわらを背負~I，みどりの心、枝をもって，家へ勇

ましく帰って来ます。

家に帰り着くと，みどりの木の実を一つよずつもぎとります。

もぎとった実の先の方にある茶色の部分をのけ，ロの中へ入れ

てがむと， どろ: っとしたものが出ます。皮はロではさ出して，

つ三のつぶをロに入れます。 50つぶも 100つ~.ì;'も取り出して，か

んでいるど， ・チューインガムのようになります。また，ふくら

ませることもて、: きます。このチューインガムは大切なもので，

ねる時は水のはいったコップに入れておきます。あくる日，ま

た，チューインガムをかんで、楽しむのです。

また、これを「どりもち」どして，木の，J、枝にまきつけ，ど

んぼや小鳥取りの道具に使って野山で元気に遊んだものでした。

(2) しいの実ひろい

秋の終わりごろになると，木の葉が色づきはじめる中で，青
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黒〈葉の色を変えないでいる森がきわだって目につきます。 こ

の木は，「しいの木」や「かしの木」のなかまです。その中のど

の木が「しいの木」であるかということや，いまごろは，黒光

りのするしいの実が落ちはじめているというこども，子供たち

は衣ロっているのです。

学校から帰ると，子供たちは，われさきにど，その木の下へ

かけていきます。ポケットや着物のたもとに，いっぱいになる

まで拾います。

夕方，田んぼの仕事からお母さんたちが帰ってくるど， それ

を「ほうろく」でいってもらいます。

こたつに疋を入れて，いったしいの実を食べながら，楽しか

フた今日の一日を思い出したり，むかし話を聞いたりしました。

(3) えのみとり

いなかてやは， どこにでも大きなえのき 1J" 見られました。手火に

は葉も茶色に色づきよく目立ちます。そのえのきには，黒っぽ

いだいだい色の実がじゅくします。直径 6mm ぐらいの>J 、さな実

ですが，あまいのでノj、鳥だけでなく，子供もよく取って食べま

す。小さな実をロの中にはいるだけ入れて 3 こつこつとかんで

種をプッどはき出します。

わたしがロの中からはき出した種が芽を出したかどうかは，

おぼえていませんが， もし芽を出したとしたら，今ごろ， どこ

かで大きなえのきになっていることでしょう。

このように山や野原を歩いていますと，いろいろな木の実に

出合います。その木の実を取って食べた種がどこかで大きくな

っていくことを想像するとたいへん楽しいことですね。
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どんぐり遊び

重イ言には， あちこちにくぬぎのオ本治Jたくさんありました。手え

風が吹きはじめ，木の葉が色づくころになると，子供たちは，

つれだって， どんぐり拾いに出かけました。

どんぐりは，木の種類によって，いろいろな形のものがあり

ますが，見奈良原などで拾うのは， <ぬぎの実でした。

子供たちにとって， どんぐり拾いは実に楽しいもので，風の
じゅ〈

吹いた日など， 熟した茶色の実があたり一面に落ちています。

学校帰りの子供は，

「きょう， どんぐり拾いに行こうや。」どだれいうともなし

いいだすと，

「うん，いこう。」ど，相談はすぐにまとまります。
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j. { ろ

そして，家に帰 って，かばんを置 くやい なや， 袋を持って，

リーダーの家へ集まりました。

子供たちは，拾って帰 っ た どんくりで，いろいろな遊びを工

夫しました。

(1) どんぐりごま

どんぐりの実の大きな、ものをえらんて\ こまをつくります。

どんぐりのおしり

にきりであなをあけ，

竹ひごか，ょうじを差
しんは? う

し込んで，心棒をつけ

ればそれでできあがり

です。

細長いどんぐりの場

合は， どんぐりのおし

りを，少し切って心棒

をつけると，よく回る

ようになります。

心棒が長すぎると，

回り方がよ くないので

回してみながら，心棒

を適当な長さに切るの

が，よく回る「コツ」

です。

できたこまで， 回 る

時間の長さを競い合っ

たり，当てっこをした

りして遊びました。

どんぐり こ ま

--ノ

こままわし
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(2) どんぐり笛

どん ぐ り ぷえ

り出しました。

の

大きなどんぐりの，おし

りの都?を切り取り， どん

ぐりの中味を， きりやくぎ

で取り出します。これで，

どんぐり笛はできあがりで

す。

どんぐりは，からが薄い

ので，ていねいに中味を取

り出さないと，からが割れ

てしまうので気を付けて取

できあがれば，下くちびるを，かぶせるようにしで，強〈吹

くと， ヒューヒューという音を出して鳴ります。

子供たちは，鳴らし っ こをして遊びました。

(3) やじろべえ

拾ったどんぐって\子供たちは L 、ろいろ工夫して，楽しく遊

んでいました。 「やじろべえ 」 遊びも，さかんに行われました。

どん ぐ りをどうイ本

にして，その上に，

丸いノj 、さいどんぐり

を，竹ひごでつない ，

で頭にします。
うで

長い竹ひごの腕を

出し，その先に， > J 、

さいどん ぐ りをつけ

左右がつ り合うよう
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ちょうせつ

に，竹ひごの長さを調節します。

できあがれば，指先や， 鼻の頭にのせて遊びました。

(4) どんぐりうち
すな

や じ ろべえ

小さな砂山をつくり，その中に，どんぐりをうずめます。

数人で遊ぶときは， ジ ャ ン ケンでl順番を決め，大きなどんぐ

りてい， どんぐりがうずまっていそうなところを打ちます。

うまくいくと，打ったところに， どんぐりカザ買を出します。

このどんぐりは，自分のものとなり，イ可回も「どんぐりうち」

をくり返します。

最後に，たくさ

んどん ぐ りを取っ

た方が勝ちになる

遊びです。

うめるどんぐり

は，同じ数ずつ出

し合い砂の中にう

めます。

.~lft;. 
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竹とんぼとぶんまわし

竹どんはは，男の子の遊びです。今のようにテレビもない，
むかし

遊び道具も少なかった昔の子供は，わが家の庭や原っぱ，学校

の運動場なと。て\よく竹とんぼを飛ばして遊びました。 自 分の

作った竹とんぼが，空高〈舞い上がって落ちてくるのを，その

場所まで走っていって手で受けたものです。

竹ど ιほ‘の作り方については，父や祖父に教えてもらうこと

もありましたが，子供は自分で作っては飛は. してみながら，飛

ばない原因を考えては L 、ろいろ工夫したものです。

( 1) 竹とんぼ

①材料できるだけ大き

L 、竹を使う。

② いろいろな竹とんぼ
かいてんぽう

ア 回転棒に羽根を固定

した竹とんは (両手で

回転させる )
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イ 回転棒から羽根が離

れて飛ぶ竹とんぼ

ウ 巻き糸 ?で回転させる

竹とんぼ

ア 回転棒に羽根を 固定し た竹どん

11' 

R 

- 飛ばし方

| 竹材を平たくする 。

2 皮のついた方を斜

線部のように対称、に

けずって. うすくす

る。

3 竹材の中心に穴を

あけて，竹の棒を固

定する 。

両方のてのひらて\竹の棒を 回転さ

せながら.勢いよ〈 前方に突き出すc



イ 回転棒から羽根が離れて飛ぶ竹

とんぼ

円山W; 川叩J

-飛ばし方

l 羽根の作り方は ア

と同じ。

2 羽根の中心部に穴

を 二つあける 。

3 回転棒をニまたに

する 。

両方のてのひらで竹の棒 を 回転させ

訟がら勢いよく羽根を突き離す。

遊び方

ウま:. if，、で回転させ る 竹 とん は'

- 飛ばし方

| 羽根の作り方はア

ど 同じ 。

2 回転俸の作り方は

イ ど同I: c

3 糸で回転うせるた

めに左図のような装

置を作 る 。

竹の輪を左手に持ちー右手で強< k、

を 引 っ張って惨を 回転 させ.羽根を

飛ばす。

一人で飛ばして楽しんだり，友達と竹とんぼの飛んだ距離ど

か高さを競ったりして遊びました。 よく飛_.ì;'ためには，特に羽

根の形どか辱さを工夫しました。いろいろと苦心をして作った

寸

(2) ぶんまわし

竹とんぼが， 友達ど

くらべてより，速く

より高〈飛んだとき

は本当に胸のす くよ

うな思 L 、 yうずしま した 。

さあみなさんも 工夫

して作り，友達どい

っ しょに原っぱで飛

ばしてみましょう 。

竹とんぼの作り方によ く 似たものに，ょんまわしがあります。
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竹とんぼは回転しながら空を飛んでいくのに対して，ょんまわ

しは両手の引っ張るカによって，羽根を回転させるのです。そ

の時， J;んぶん音を立てて回転するので，「ぶんまわし」という

名がついたのでしょう 。
じゅんび

① 材料 できるだけ大きい竹を準備し，節のない部分を使

います。

② 作り方

r//////~:_ト

のをイ吏う。

③ 遊び方

ア はじめにひもをねじ

らせておく。

イ 両手でひもを引くと

ひもがとける勢いで羽

根がまわり出す。

ウ 羽根が勢いよく回転

して反対方向にまたね

じれができる。

エ 両手で勢いよく引 っ

張れば引っ張るほど，

早〈回転し音を立てる。
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百間どばし(しゃくとり)

おも いね か

主に男子の戸タトでの遊びです。稲刈りの終わったあとの，広々

としたたんぼの中で，秋の終わりから冬にかけて，男の子数名

が，短い竹 を遠〈へとばして遊びました。

遊び方 (1)

まず地面に，長いほうが20仰ぐらい，短いほうが 15cm ぐらい
1Jt..: I丞

深さが 10仰ぐらいの穴を掘ります。その短いほうの穴の上に，

20cmあまり の竹をおきます。その竹を， 1m あまり の長い竹で

穴の上に置いた竹をはねて，できるだけ遠〈へとは. します。そ

のとんだ距離を，長いほうの竹をものさしがわりにして， しゃ

くとり虫のように， 一間 ， ニ問，三間・・・…ど 数えながら測って

いきます。 ' 速くまでとはー した者1; "勝ちとなる遊びです。

〔穴〕 長径

よから見た

と こ ろ

ト約20cm-→|
一一』 下 たんけい

短径

深さ

矢印のほうへ

はねる

イ〕
約20cm ぐらいの竹
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遊び方 (2) 

ただ，速くへとばすだけでない遊び方もあります。
あな

それは，一人が，穴の上に置いた竹をはねます。ほかの者は

はねられた竹がどんでくるほうにいて，その竹を手で受けます。

受けられるど，竹をはねてとばしていた者はアウトになります。

そして， とんできた竹を受けた者とかわります。

受けられなかった場合は，落ちたところから，その竹を拾っ

た者が穴をめがけて投げかえします。投げ返された竹を，はね

るときに使った 1m ぐらいの竹の棒でうち返します。その短い

竹のうち返されたところまでの距離を，長L 、 1m ぐらいの竹で

測り，長い距離をうち返した者が勝ちとなります。

94 



鉄ぼう遊び

空が青くすみ，稲の取り入れの季節がくると，むかしの子ど

もたちは田んぼ、のお手伝いをよくしました。田のあぜでひと休
りゅう あおむりさき

みしていると，青〈細長い竜のひげの根もどから，青紫に光る

竜のひげの玉がいくつもいくつも顔をのぞかせています。

子どもたちは，これを「すす玉」ど呼んでいましたが，頭の

中はもう「すす玉鉄ぼう」を作って遊ぶことでいっぱいです。

お手伝いが終わるのを待ちかねたように， うら山へ材料の竹切

りに飛び出します。作り方はかんたんです。さあ，みなさんも

作ってみませんか。

(1) すす玉鉄ぼう

材料は，下図のような直径 5 ""' 7 mm，長さ 20cm ぐらいの「つ

つ」にす石しの竹|本と、「おし棒」にする直径 3""'4mmの細い

竹を用意します。

く作り方〉

①②③ 

品己主配l也ふ ωd

よ図のように切って ， にぎりの中に細い竹を でき よが り

つつとに~り手をつ〈

る。

さしこんで，ぬけない

ようにする 。
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玉の飛ばし方は，つつの中に少しきついめのすす玉を|こつ

めこんでおき， さらにもう | このすす玉をつめこんで， こんど

は押し棒を強くおしきると，つつ先から初めに入れたすす玉が

勢いよ< 1"ポン」と音をたてて飛び出します。もうその後は，

|こ ずっつめこんで，おし棒でおせば，次から次へと玉を飛ば

すことができます。

このすす玉鉄ぽうで遊ぶと

き，すす玉をたくさん取って

ポケ ッ トに入れておいて， 2 

はんに分かれて打ち合って遊

びます。玉は 7 "-' 8m飛びま

す h " ， イ本に当っても痛くはな

いので，追っかけっこをしな

がら打ち合い，先に玉が体に

当った方が負けです。

また，的を作っておいて ，

4 "-' 5mのところから打って

10発のうち，何発当てたかで

勝ち負けを決めたりもします。

さあ，みなさんもすす玉鉄ぼ

うを作って，元気に遊びまし

ょっ。

(2) 、紙玉鉄ぼう

作り方や材料は，すす玉鉄ぽうと全〈同じです。ちがうのは

鉄ぼうを使って遊ぶとさ，つつの中につめる玉が紙の玉に代わ

るだけです。

つつの中に紙の玉をつめるときには，ティッシュペーパーの
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ようなやわらかい紙を， つつの太さ よりも少し大きめに丸め ，

それをつばでしめらせてから歯でかんでかためます。 こ の紙の

玉をき っくっつにつめこんで，すす玉と同じやり方で飛ばして

遊びます。 主にこ れはρ すす玉のなくなった ころ，すす玉の代

わりに使って遊んだどうてす。

(3) すぎ玉鉄ぼう
カf き す ぎ

学校の帰りなどに，家の生け垣の杉がノj、さな実をつけている

のを 見かけるようになると，男の子たちは， この実を使って遊

ぶ 「すぎ玉鉄ぼう」が作りたくてたまらなくなります。前に作

ったすす玉鉄ぼうは大きいので，ポケットからはみ出してしま

いますが， このすぎ玉鉄ぽうだとうま く ポケ ッ ト にも入るし，

ちょうどピストルのような感じて\不意打ちをしたりして友達

をおどろかすこともできるのです。 か っ こいい室失 11 うですから，

みなさんも作ってみましょう 。

く作り方〉

①②③ 

命hdミー 〆訟J ，〆
内径 1 . 5~ 2 mm の 竹壬 が しは うの竹;.:i ，大さ で きょが ')

よ図 の よ う に切 って .

つつ と にぎ リ の部分を

つく る 。

な 竹 をわうて . がでん

のく し のようにけすっ

て さしこむ。

作ワ方は，形がノj、さいだけで，すす玉鉄ぽうと全 〈 同 じです。

材料の竹は，杉の実の大きさに合うような，細いしの竹をさが

して切 ってきます。 押し棒もぺ、さくてよいので， おでんのくし

のようなものを使います。 よの図を参考に，作ってみ ましょう 。
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うまくでき上がったら，

杉の実をつめこんで，ため

し千丁ちをしてみましょう 。

玉のつめ方は，すす玉のと

きと同じ要りょうです。お

し棒を強くおすと， ノj 、さい

わりには，大きな音がして

玉が勢いよく飛び出します。

さあ，杉の実をたくさん取

ってふくろに入れ，お友達

と打ち合ったり，まと当て

をしたりして楽しく遊びま

しょう 。

(4) はじき鉄ぼう

秋も終わりに近づき，柿の実が赤〈じゅくすころになると，

男の子たちは，自分の作った「はじき鉄ぽう」を持ちよ って，

家の庭や，生け垣の近くで，赤くうれた柿の実や，木の枝にど

まっているすずめなどをねらい打ちして遊んだものです。 この

はじき鉄ぼうは，竹のパネを使うので，すす玉鉄ぼうよりも勢

いよし速くまで玉が飛_.ì;'ので玉の当たるおもしろさは，また

かくべつです。玉は心、石や， どんぐりなどを使うので，ぜった

L 、人に向けてはいけません。

では，はじき鉄ぼうの作り方を説明しましょう。

0 直け L 、 2"'" 3 cm， 長さ 40"'" 50cm ぐらいで，まん中ど片方に

ふしのある「はち〈竹」を用意します。

0 図|のように，長い切りこみと，短い切りこみを，のこと

切り出し寸、刀を使って作ります。
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0 次に，ばねの竹を作

ります。ばねの竹は，

大きな竹を割って肉を

けずりとってうすくし

ます。そして，ばねに

なるように火にあ_.ì;'り

な 1; "ら 曲げて形をどと

のえます。

0 このは、ねの竹を，先

ほど作った，切りこみ

にさしこみ，ねもどを

くぎでどめて出来上が

りです。

さあ，みなさんもよ

く飛ぶはじき鉄ぼうを

作ってみませんか。

遊び方は，すす玉鉄ぼ

うや，杉玉鉄ぼうのよう

に，人どうち合うのでな

真よからえた図
。 くぎでどめる

。~- j式 日

0 まがった木を使って

ばねの竹をとめる

0 むつかしいので，あ

まりとめ木は作らな

L 、

ここまでばねをひいて

はなす

竹のばねのカでここまではじ〈

< ，初めにも言ったように，かきの木のてっぺんのじゅくしが

きや，えだにどまっているすずめなどをめがけて， うち合いを

きそうのです。玉がノj、石やどんぐりなどですから，人に当たら

ないように気をつけて遊ぶことが大切です。
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カ〈 りべ

むかしの農家の人は，機械のカを借りて，農作業をすること

は，ほとんど行われなくて，人のカや牛・馬のカを借り ιて，農

業に励んでいました。 とくに，青年たちのカにたよることが多

かったので，青年たちは，自分たちで，カをつける努力をしま

した。その一つにカてらべがあります。
じまん と 〈 い

自分のカが強いほど，みんなに自慢ができ，得意顔でした。

夕方になると，青年たちは，会堂やお堂にだれいうどなく集

まってきて，大きな石を，頭上にさし上げ，カ自慢をしたもの

でした。 石の重さは，いろいろちがづており， 一つ持ち上げて

は， '欠の重さの石にちょう戦します。

カのある青年になると， 60 

kg くらいの重さの石をかるが

ると持ち上げていたようです。

青年たちの持ち上げ、 る石は，

青年たちが，河原に行って探

してきました。みんなが交替

してイ吏うので， 手のあ-) ;' らで

黒びかりのする石もあったよ

うです。

このカくらべの石を，「力

石」ど L 、 L 、ます。
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七昆ヤ

よ どのかわせ (fzzt出)

近所の子供が，おおぜい集まると，たれいうどなく，輪遊び

を始めました。
けいだい

農家の庭先や，お宮，お寺の境内には，いつもにさやかな歌

声が流れ，いかにも楽しそうでした。

この遊びは，親にな っ たふたりが，手をつないで，水阜の屋

根をつくり，輪にな っ た子供たちは， 「 よどのかわせ」を歌いな

がら，水車が回るように，その下をくぐ っ ていきます。

、

， 吋匂

ノトν
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よどのかわせの みずぐるま

みずにせかれて どんどこしょ

ふ

親になった二人が，手をつないで上下に振ります。

他の子供たちは，一列になって，そのアをくぐりぬけます。

子供たちは， うたが，終わりに近づくと，「キャー・キャ一」

とさわいで，速く走りまわります。

「どんどこしょ。」のとき，つかまらないように，走ってくぐ

りぬける遊びです。

この遊びは，組分けをするのにもつかわれました。

親は，つかまえた子供に，どちらの組へいきたいかたずねて

行きたいといった組へ行かせます。

このようにして，ニ組をつくり，「花いちもんめ」や「通りゃ

んせ」などの遊びに移って行きました。
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どおりゃんせ

お宮や広場から， きれいな歌声が聞こえて来ます。

数名の子供たちが，楽しそうに「どおりゃんせ」の歌を歌って

いる様子は，いかにものどかで気持ちのいいものです。

とおりゃんせ どおりゃんせ

ここはどこの ほそみちじゃ

てんじんさまの はそみちじゃ

ちょっと とおしてくだしゃんせ

ごょうのないもの どおしゃせぬ

このこの 七つの おいわいに

おふだを おさめにまいります

いきはよいよい かえっはこわい

こわいな IJ"らも どおりゃんせ

どおりゃんせ

遊び方

① 2 人の子供がアーチを作り，他の子供たちは歌いながらア

ーチの下を通ります。

② 歌が終わるまで，何度もくぐりぬけます。

③ 歌の終わりの「どおりゃんせ」で，アーチにしている手を

下ろして通っている子供をつかまえます。

④ 通っている子供は，つかまらないように走りぬけます。
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ろろ子と子と

おに

親子ど鬼に分かれて，歌いながら鬼ごっこのようにする遊び

です。親や鬼になる子は，大きい子がなります。家へ帰ってす

る時は，上級生がなります。

昔の子供は，着物を着ていました。

かすりの着物をよく着ていました。

次のような歌を歌いながら遊びました。

それも自分の家でおった

子ど ろ鬼「子どろ

どの子をと ろうか

あの子をとろう」

とってみろ」幸見「とるなら

耳葺4-'  -' n・， -' 

どのこをと

λ
J
 

シ
」子λ

J
 

〉
」子

,..-, , 
I I I ...J ...1 .. -.ー
とろことろ

島
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遊び方

① 鬼は，子供を追 L 、かけて走ります。

② 親は，両手を広げて子供たちを守ります。

③ 子供は，両手で前の人の胴か帯をつかみ，鬼につかまらな

いように，つながったまま逃げます。

また，仲間がニつに分かれてする方法もあります。

これは，どちらの組にも親ど子がいて，お互に「子とろ子どろ」

と言いながら，親は相手の子供をつかまえようとして走りまわ

ります。

っかまった子供は，相手の子供の一員どしてしっぽにつきま

す。そして， また次の勝負が始まります。

一番前の親同志、は，あまり動かなくても後ろについている子

供は走りまわります。特にしつぼについている子供は，大変し

んどい役です。しかし，つかまらないように逃げるので子供た

ちは，キャアキャアど声をあげて逃げます。親も， しつぼにう

いている子供をつかまえようとして一生けん命です。子供が後

ろにつながっているので，思うように動けないのです。でも，

大変楽しい遊びです。みなさんもやってみませんか。
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か t-f ~J 為 み

みなさん，おにごっこはよく知っていますね。

かげふみも，そのおにごっこの一つなのです。おにが，にげ

る子の後を追 L\ かげをふむと，おにを交代します。
かんたん

何もなくても簡単に楽しく遊ぶことのできる「かげふみ」今，

すぐにできますよ。

ク京

むかし

このかげふみは，ずいぶん昔から遊ばれています。大きい子

も寸、さい子もいっしょになってよく遊びました。赤ん坊をおん

ぶして，子守りをしながら遊ぶ子もよく見られたそうです。

「はよ，家の人，帰って来んかな ο 」

「赤ん坊は， おなかがすいて泣き出すし ・・・ …。」

日が落ち，どこの家からも，ふろたきや食事のしたくのけむ

りが出始めるころになると，「か一えろ。」ど，それぞれの家へ

帰・っていくのて。 した 。
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あやどり

たった|本のひもが，手にかけられたとたん，まるで魔法の

ように美しい形やかわいい動物にかわってしまう 。 あやとりは

そんな楽しい遊びです。
ざいりょう

お店で売っているおもちゃやゲームなどからみると，材料も
たんじゅん

ひも|本ですからたいへん単純です。

あやどり遊びは一人でもできます。相手とかわるがわるひも

を取り合う方法を二人あやどっといいます。
むかし

昔は，雨が降ってタトで遊べない日や，冬の寒い日など子供た
いろり

ちは/~チノ fチもえる囲炉裏ばたで，おばあさんやおかあさんか
へんか

らひもの取り方を教わりながら，次々ど変化する形のおもしろ

内 fl n 図右今〈ぴを図のよマ l二、‘れ. IIDのどニ λ ヘ. ・ の 3 本の

\\1 111", 0のひ ι を健相ど人き u・ ji を いれて，古今のひもを。
I Y V II} に b けて. ~fpのヲヲ陶にひ

可-e-f) (・

図もも -11.0のひ ιe ひ( -
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さにむちゅうになったものです。タ卜は雪が降って寒くても家の

中は暖かしおばあちゃんやおかあさんたちとの楽しい会話も

はずんだことでしょう 。

あやどりは， 日 本では江戸時代に盛んになったといわれてい
せん い

ます。昔は草や木の繊維などをひもにして遊びました。

② 七つのダイヤモ ンド

田口のとニろに岨拍をよb 句
、、れ . 0のひ L をとる.

図×のひもを，1柑 b らはずす.

匡Kコのひ L 2 本を Tn 勺， 1柑

の背てとる .

(1) いろいろな形

回口町ところに中拍昔、、れ る .

校受
、，

回両今をまえにVね ってゐら

純拍の ×円IJ' L をまげた中

て 5 あ /): 1 1 。

ひもで作るには， 図①~③で庁、している，ほうき，七つのダ

イヤモンドのほかに，ちょう，カニ， ニ段ばしご，三段は. しご，

松葉， さかずさ，やぐらなどかぞえきれないほどあります。

(2) ひもの取り方

あやとりに使うひもは，かたすぎないひもなら，なんでもけ

っこうです。 ひもの長さは， こぶしに 8 固まきつけたくらいが
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③ あきがお

囚図のように親指ピ人さ L 指
にひもをかけ，内がわに手

〈びをかえす.

&~~ 
[IDのひもを ， 右純指 ピ人さ

Li旨で -度ひねってとり.

囚左親指と，人さLift で ー度

ひね っ てとる .

- 1\"ぐxユ/Ir
"\.~かみづメミ01Á~予j

J 生母
図古町税指ピ人き し拾にかけ

る . つぎにOのひもを ，

1mの 4 本のひもをロに 〈 わ

える .

芽生
回ひいこかけた 4 本内拾をタ卜

に 0・え し な~， らひ< .

国「品さがんので 5 あがり .

回の X のひもをゆっ〈つはず

すどき れいにでさる .

ちょうどよい長さです。 ひもの結び方は， ふつうでよいのです

が，結び目があまり大きくならないようにしましょう。

ひもの取り方はふつう指を使いますが，形によっては③あさ

IJ " おのように指とロをつかうこともあります。

さあ，みなさんも手がるにひも I ;本で遊べるあやとりをやっ

てみませんか。

112 



紙鉄 11 つ

寒い冬の日は，タトに出て遊べないことが多いものです。そん

なとき，家の中で男の子も女の子も折ワ紙を作って楽しみます。

男の子の折り紙は紙飛行機や紙てやっ ぽうなど動くものや音の出

るものが中心てーした。今度は家の中でも楽しめる紙でっぽうの
いせい

作り方をごしょうかいします。みなさんも作って威勢よ く鳴ら

してみましょう。

作り方

0 材料の紙はざら紙ょっ少し厚手の洋紙がよく，新聞の折

ワ込み広告の中にちょうどよいものがあるから利用すると

いいですよ。祈り方は下の図のようにします。

①
 

② ③ 

「戸l
よ・下の角を祈る 。 ②の点線で中に折る。

④ • , 
b
 

『「
③の点線でさらに折る。 手前の紙を聞く，開いた左の もう一方も右に

方を右に聞く。 聞いて折る。
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遊び方

めいめいが紙でっぽうを持ち

追いかけ合いをしながら，紙で

っぽうを打ち鳴らして遊びます。

また，ニ人組をつくって，鳴

らし合いをして，音の大心、で勝

ち負けを決めたりもします。

むかし，家のおじいさんが子

どもたちのよりも，ずっど大き

L 、紙てやっぽうを作り， び‘っくり

するほど大きな音を出して子ど

もたちを喜ばせてくれたことも

ありました。
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残りの部分も右に祈って出来

よがり，この図の上を下に持

って振ると 音が出る 。



いろはかるた

タトは木枯しがピュービューふいています。 こたつには.かりも
へや

ぐりこんでいないで，部屋の中で楽しく遊んでみませんか。す

ごろし福わらいなどいろいろありますが，これから í~ 、ろは

かるた」をみんなでやってみましょう 。 お正月などに，家族や

親せきの人たちと大勢でやると楽しいものですよ。

í~ 、ろはかるた」は，江戸時代の終わりころから始まった遊
おも

びて\お正月を中心に，主に冬の室内遊びとして大人も子供も

よく遊んだといいます。 いろは48文字を頭文字にし， ことわざ
ふだ

などを書いた札ど， その内容を絵にした札ど合計96枚をひと組

にしたものです。

遊び方
きょうざ しゃ

読み手ど札を取り合う競技者 ( 2 人以上) で遊びます。 読み

手は読み札を読みあけ、，競技者は読みあげ. られた絵札をすはや

く見つけて取ればいいのです。

(1) チラシ

畳の上に48枚の絵札をパラまいて，読みあげられた札を多

〈 取った人を勝ちとします。

(2) 源平

ふた組にわかれ， 24枚ずつを持ち札どして，早〈自分たち

の札を取っ てしまった方を勝ちとします。 この場合，相手の

方の札を取ってもかまいません。 その時は， 自分の方の札を

|枚相手にわたします。そして，相手方の札をまちがって手

をつけた時は，お手付きといって罰をうけ，札をもらうこと
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になります。 自分の方の お手付きは関係ありません。 なお，

お手付きの場合 2 枚どか 3 枚どか罰をきびしく決めてやるこ

ともできます。
し よう り や〈

次のものが「いろはかるた」のことばです。絵札は省略し

自分で絵札を作ってみるのも楽しいと思います。ます。
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お手玉遊び

この遊びは，古〈鎌倉時代から行われていたようですが， そ

のときうたわれた歌はあとからついたものといわれています。

明治時代から大正時代にかけて女の子の遊びどして伝えられて

きました。
あずさ すな ぬの

お手玉は，ノj 、豆や麦や米やじゅず玉や砂やぺ、石などを布で包
ふ〈 ろ

んで援にしたものです。 お母さんやおばあさんが，子どもや孫、

たちのために作ってくれました。 みなさんもお母さんに聞いて，

自分で作って遊んでみませんか。

小
豆
を
入
れ
て

ど
じ
る6.5 

ドー 7.5 -一吋
ム

| 辺の 3cm位を残して合

印を縫い合わせ表に返す

遊び方 (1) 

お手玉を |個上に投け‘あげ，下にあるお手玉の中から |個 を

取り，落ちてくるお手玉どい っ しょにてのひらにのせます。全
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部なくなったら，今度は 2 個ずつ取っていきます。このように

だんだんとお手玉の数をふやしていきます。お手玉遊びは歌に

合わせながら遊びます。

お手玉遊びのうたとしては， 次のようなうた 1;" あります。

おさら ① 

おひどつおとしておさら

おふたつおとしておさら

おみんなおとしておさら

おって ... ~ :しおって...~:し

ぞうりぞうり中ょせ下ょせ

さらりとお手ついておさら

ユ
引
亘γレ

ゴ
l
E
ら
ら
ら

王
耕
一

去
、
a
c
々
C

(1) 

→
→
豆
お
お
お

→
→4
e

らさ

主主

お

ハ“

電) - -
おひと

お J た

芋みん

おっ

つ
つ
な

~ 

a , ... ... 4 -J__I--__ 
なかょせ しもよせ

おっ

!. 

~ 

昌
一

t
eぞ

さお

り

-' -'・・

おてついて

主E
と

撃再
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② 

おみんなおとしておさら

おさら

おてじゃみおとしておさら

おはさみおとしておさら

おちりんこおとしておさら

おひだり まいまいだり だりだりおとしておさら

小さい橋〈ぐれおとしておさら

大きい橋くぐれおとしておさら

おてっ_.ì~L _.ì~しおとしておさら

しるべきたかれおとしておさら

おさ

きりしておさら

ら (2)
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遊び方 (2) 

三つのお手玉を左手に|個，右手に 2 個持ち，右手の中の|

個を上に投げ上げます。 つぎに右手に残っている|個を上に投

げあげ、ます。そのあいだに，左手のお手玉を右手にうつし，あ

いた左手で，上から落ちてくるお手玉を受けます。 これを， .つ

ぎつぎとくり返して行L 、ます。上手になるど，四つ，五つと ふ

やしていきます。

fss 

rI 

@
汁
!
j

、

' 之足、ー

ィ竺

〆，

ーーー .
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七つ子(七つ竹)

昔，重信町にはたくさんの竹が生えていました。男の子たち

は，室内遊びによくこの竹を切ってきて「七つ子」という遊び

をしては楽しんでいました。

数人の子供が友達の家に集まり，竹をのこぎりで切りそろえ，
わ

なたで害IJ り，みんなで協力して遊び道具を作ったものです。

こんな遊び道具を作ることを通して，友達どうしが仲よしに

なり，助け合う気持ちが育っていきました。

竹の長さ 20cm. ぐらい，竹の幅 1 . 5仰 ぐらい，厚さ 5mm ぐらいに

割り，竹の表面は青い皮をそのまま残し，裏面は赤か青にぬっ

ておきます。

その竹の棒を 7 本作って遊んだので，「七つ子」または「七つ

竹」と L 、 L 、ます。
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遊び方

にぎ

① 7 本の竹を全部握り，上へ軽〈

投げます。

J色
ま
目
出

す
り
ま
入

せ
い
か

来
表
に
と

汀
甲

H
裏

の
は
手
棒'
の
す

し
竹

z

ま

返
'
い

を
時
て

手
の
つ『

」
い
し

②
 

③ 手を裏がえしたり，ずらしたり

して台または床の上に並べていき

ます。並べた竹は，表なら表，裏

なら裏と同じ面が上になるように落としていけば.勝ちになり

ます。

勝負がつ〈と，また初めから行い，何度も何度もくり返して

楽しむことカずできます。

この遊びは，手のF をわろいろに動かして， 。 竹'の棒の面を自

分の思う通りに出すために，落とし方や手の甲からの離し方，

そしていかに裏返すかの工夫がなされます。 このことが遊びを

楽しむこつにAなるのでオ。
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，
，
S
E
‘
、
、にらめっこ遊び

だるまさん

手足のない，どっしりとしただるまさん。

みつけているようです。 おき 上がりこぼしが，右に左に体をゆ

っているように，ゆるやかなリズムに合わせて拍子をとりなが

ら 2 人組でします。 2 人が向き合って 「だるまさん， だるまさ

ん。 」とひざをたたきながら拍子をと っ て歌います。「うんとこ

どっこいしょ」で腕を組み，相手をにらみつけます。

L 、 変な顔をしてにらみ合います。 先に笑った方が負けです。 負

けた子供は，今度こそおもしろい顔をして相手を笑わせてやろ

うとはり切って「だるまさん，だるまさん。 」どまた歌いはじめ

まゆが太くてにら

おもしろ

ます。

だるまさんだるまさん

にらめっこしましょ

だめよわろたら

どっこ L 、しょうんとこ

主邑

だるまさん

E 耳主主回
ハ園-­

苛ι2

だるまさん ましょう

回
しよ

一 -= ， ....., 

うんとこどっこい

るまさん

芭
J
一

だ

主号
た

自
ろわ
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"、、

にらめっこは， 2 人組でよくしますが，子供が大勢の時は勝

ち抜き勝負をします。

にらめっこにはニ通りの仕方があります。

① 相手の目を， じっとにらみます。相手が笑うまで，同じか

っこうをして動かないで， じっとにらんでいます。

② 無言でさえあれば，いろいろな表情をして相手を笑わすよ

うに工夫してよいのです。 例えば，ほっぺたをふくらませた

り，顔をしかめたりして相手を笑わせるのです。
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にらめっこ遊び (2) 
ーあがりめきがりめ一 、

おきな

むか じの子供たちは，幼い弟や妹のめんどうをど〈見たもの
ょうちえん

です。今，保育所や幼稚園に行っているような幼い子供たちは，

当時家にいま ーした。ですから，学校から帰って来た子供たちは，

当たり前のこととして弟たちとよく遊んでやりました。

. í上がり目，下がり目・・・・・・」ど歌いながら，歌に合わせて動
みよう

作をします。次々 に変化して L 、〈妙な顔。目がつり上がったり

下が:っ たり， 目 をまわしたり・・・・ ・・…そのたびにおもしろい顔に

なります。

, 'J 、さい子供は， もうケタケタ笑っています。目じリのところ

にひどさし指を当ててするのです。 「ぐるっとまわってねこの

目」で，目じり をおさえたまま指で顔の方へ寄せます。すると

丸い変な目になります。たいていの子供は，そんな変な顔を見

るど吹き出して笑ってしまいます。何度も何度もくり返しては

楽しんだものです。 さあ，みなさんも歌いながらやってみませ

んか。
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オ旨 遊 び

日 なたはーっこをしているときや雨が降ってタ卜で遊べないとき
ざ

は，室内で車座になってみんなが指あそびを しました。 指を折
おそ

り曲け‘たり，にぎったりたたいたり，動作を早くしたり遅くし

たりして楽しく遊びます。 みなさんも説明にしたがってやって

みませんか。

指遊び (1)

ひにふにダア

説明 両手をひろげます。 右と左の拾を同時に動

かします。

「 ひにふに 7 ア 」 で.親指 1)' ら 1 111lに祈ワ曲げI11買に

中指ま で曲げます 。

だるまこうてチー
「だるまこうてチー 」 て\薬指. 'J イ旨を曲げ司，)、

指 を 伸ばします。

とお

ちんがらほけきょの十

「ちんがら 11 けきょの十」で薬指 1; . ら親指まで伸

1.;[ します。

指あそび

ハ
凶・・ .. l ~ T 
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せ

j
q
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と
を
指
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勺

j
q

ひ
，

H

の
供
手
子
両
と

辻
ハ

子「'

説明

(2) 

子供と子供とけんかして

指遊び

わせたりする。)親親が出てきて

「親親J (親指と親指

「人さん J (人さし 指ど人さ u旨

〈よかなか言うこときかんで 「なかなかJ (中指 ど 中指

人さんのあいさつに

「紅屋 J (薬指ど薬指
ぺにや

紅屋ですんだ

こ の遊びでは次のようにもうたわれました。また，

正面F手

子供と子供が

E E 可

E .-1 _.__  

べにいちゃんに時…
ハーー-a...... I I I t , 1__  

ea‘,.______r-r­
、:\\.J'.... I I 

哩j 】

こどもとこどもが 1

ーーー 』
._____，r- I ・ 4

tI  I -....1..... 
.... -ー，

おやかたさんがー はらたてて

----ー....._ , 
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11 I I I I I I I I11  I I J I I ・

.‘ーーーーーー・」‘ーー・ 4 ・.-, -
このおやじこのこはいかんぞ
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指遊び (3)

茶つほ茶つぽ 説明 左手をに.:; 'J . 右手のひらを下に

茶つぼのそ~こ がない 向け広げて左手のにぎ っ たよに置き ，

「茶つ 1 .1' . 若年つ IJ: J でよ下 と移動 L.

「モ~こ」のど主にはア rふ~た;ふ~たを取っ て

そ こみしょう

ちゃ ちゃ

ちゃ つ

~ 
そ .: 

のと主にはよに〈るようにする。

ちゃっぽ

ヰ
•• 

つ ぽ ちゃ っ 』ま

j I J 刀~
ぽ' にや J、 たカg ない

~刀~ E:jJ 
とっ て 」、 fこに しよ
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手遊び(I ) 
おちゃらか一一

今のようにおもちゃの多くない時代の子供たちは，今よりも
ゆた

もっと豊かな遊びをいろいろしていました。

これは， 2 人組で向かい合ってする ジャンケン遊びです。

何かを始める前にして勝負を決的るジャンケンではなくて，

ジャンケンをして楽しむのです。何度も何度もくり返し歌いな

がら，動作を入れて!楽しみます。リズミカルなこの歌は合わせ
ふ たが

て，手をつないで振ったり交さしたり，お互いの手を合わせて

/-\チンとたたいたりして，「おちゃらかホイ」でジャンケンをし

ます。ジャンケンで勝った者は，えらそうにパンザイをします。

負けた者は，ペコンとおじぎをします。

遊んでいる者はもちろん，はたで見ている者までも楽しくな

ります。

次のような歌です。

せっせっせのよいよいよい

おちゃらか おちゃらか

おちゃらか はい

おちゃらか かったよ おちゃらかはい

おちゃらか まけたよ おちゃらかはい

おちゃらか あいこで おちゃらかはい

132 



4- --E I _, r--..J I I .., I _J I 
E ...・-J. ...J I -l ・....1. ....11 

おちゃらか おちゃらか

おちゃらか

R 

d .. ,-
~一ーヱー」

よいよい よし、

j

b
 

-
-
2』

エ
エ

j

』

[

、

-
a
-
a
・

仇
M

圃
』
同
・

ら

ト
ト
ト
4・

ゃ

圃
一
・-
z
a

払
V

'

T

T
E

お

町
、

，
E

目

、
，
E
E
-
P

二
4
十
寸
圃よ
よ
で

-
-
且
'
-
-
-
-
-
・
担
・
­

二
圃

二

回
T
f

」

-
4→
a
F一

っ
け
い

-
←
←ι
一
か
ま
あ

一
一
-

-
-

，
E
E
E

，
、
T
l
E

目
、

;

、

圃
」

-
4
-

カ

干
十
+
F
-

ら

蝿
f
T
t『
一

や

『
一
一
」
一

ち

→
→
→
'
一

お

j
 

のせ

ハー- -ｭ
a II  II  E.........1. _....・....， -
m ¥J - - -

電J
おちゃらか ほし

図 1図 2図|

遊び方

① 2 人で向き 合い，

せ」をします。
てぴょうし

② 「おち ゃらか」の「おちゃ」で各自手拍子 を |回し (図 I ) 

「らか」で 2 人のてのひらを合わせます。(図 2 ) 

「ほい」でジャンケシをします。

勝った者は，歌いながらパンザイをします。(図 3 ) 

負けた者は，歌いながらおじぎをします。(図 3 ) 

ジャンケンで勝負がつかなかった時は，お互いに両手を腰

「せ っ せ っ両手を取って上下に 4 回振り

③
④
⑤
⑥
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手遊び (2)
ー げんこつ山 一

おきな

これもジャンケン遊びです。これは幼い子供たちが今でもよ
せいぎ

くしています。ちょこんど正座にすわりこんで， 2 人で向き合

って歌いながらお互に同じ動作をします。歌詞のどおりに動作

を入れてします。「またあした」のところだけお互いにジャンケ

ンをします。勝っても負けてもまた，初めにもどって歌いなが

らくり返してします。

次のような歌です。

げんこつ山の たぬきさん

おっぱいのんで ねんねして

だっこして おっ Lf して

またあした

げんこつ山

A 
L.11 ,,-. .....1 ....1 1 .......1 I -----.... 

一， , ......，ー
E_'- ...J ・ ..-.1..... ..... I ...... .....・ ..1. --, I 

U"噌----，-- -.11  u .,.., ., 
げんこつやまの たぬきさ ん

ハ
ー '一 ，.............，a ---, -, ..... ~ I 
E- ~ ・， _・~. 圃
U11  - _. ・ E ・- I - _ I I I .. --

おっ ぱい のんで ねんねし て

ハ←
‘'一_，一一・--一一 l・a ... ~ I ---, I ..... I __..., ~回目 E 

u v - ・_.・- _・_ , _・-・
畦) .,. .,. 
だっこして おんぶしてまたあし た

134 



遊び方

お互いに向き合って，両手をグウにしてげんこつを作ります。
かたほう

片方のげんこつのよへもう片方のげんこつを重ね ます。 左手ど

右手を交ごに上下に重ねなが ら，「・・・…たぬきさん」まで歌いな

がら 4 回くり返してします。

「おっぱいのんで」は，おっぱいを飲むかっこうをします。

「ねんねして」は，両手の手の平を合わせて，ほっぺたのと

ころでねるかっこうを右，左とします。

「だっこして」は，両手をむねで交さしてだっこのまねをし

ます。

「おっぼして 」は，おつぼのまねをします。

「またあした」は，両手首をお互いに自分の前でグノレグ/レ回

して，「またあした」の「た」でジャンケンをします。

あいこだったらまた，「またあした」どいってくり返しジャン

ケンをします。

小さい子供が，向き合ってしているのは，ほほえまししか

わいいものです。
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手 遊 び (3)
ー らかんさん 一

雨の 臼 や遠足の時などに ， 大勢の子供たちが集まった時によ

く し た遊びです。 みんなで一つの輪を作り 「 らかんさん」を歌

いながら，表情や動作をまね合う遊びです。

次の よ うな歌です。

らかんさん1;" そろたら

ま わそじゃないか

ヨ イヤサの ヨ イヤサ 1 何度もくり返 し て歌いながら，

ヨ イヤサの ヨ イ ヤ サ j 動作を変えていき ま す。

らかんさん

ハW l ‘ 白白 白 .. . l 
M何回 1¥ l'l r、 l" " l' I 、 円 " . ...., 1¥ l'\l 、 円 l 
aιJ l' l' L J '"'¥1 II 、 11 ,"'\ I 11 1¥ l ' 、 l ド 目 、，、・.

E.... T. _・... ...... .... '1 ..... .... '..... ... • I -1. __・ .... '1 _・ .... ' 11 I 

nu噌-- -,- --
らかんさんが そ ろった ら ま わそじゃな いか

ハ“ h 白 . l 且‘
国....， 1\ 、 「、.、 " 円。 " 、 " " 1 川円 E・
a ・，. l ' 、 日目、，. 、 「、司自 ド パ " 、，.、 r、・. . ，・

・ -l '....1. .... ・ ・ 4 ・ 11 I I _ . .... '.... ... ' ， _・ _,. I1 I ・ E・

u V l' - - - I - ....1. I - - - I - ... I ・

ω ヨ イヤサ の ヨイJ ョイヤサ の ヨ イ ャふ

ものまねの仕方には，ニ通りあります。

その l

輪の中の一人のしぐさを，一動作おくれて輪の全員がまねを

します。
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その 2

全員が， それぞれ自分の女子きなしぐさをし，「ヨイヤサて守」 右

どなりの人のしぐさをまねし，次の「 ヨ' イヤサ」でまた右どな

りの人のしぐさをまねして， 111買々にしぐさが回 っていくのです。

く その 2 の遊び方〉
すわ

子供たちが，輪になって座ります。

らかんさんIJ" そろたら

まわそじゃないか

(手をつなぎ上下にふります。)

ヨ イヤサの ヨ イヤサ

( 自分の好きなポーズをとります。 )

スポの人
・

の

サ
り
ヤ
な

。

イ
ど
す

ヨ
右
ま

の
'
し

サ
後
ね

ヤ
以
ま

d
t

ムr
u
己

ヨ

f
|
l
k

初めに歌全部を歌 l " 1.欠からは，ヨイヤサのヨイヤサだけをく

り返します。調子を速くしたり，おそくしたりして楽しみます。

まねしそんじたら負けて\ ぱっとして何か芸をするか，みんな

からシッペイを受けます。
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遊び (4)
ー いちが利したー

手

楽しく遊ぶ室内遊びに，「いちがさした」があり
たたみ

自分の手を畳の上において，歌をうたいな

子供たちが，

ます。この遊びは，

がら遊ぶ遊びです。

に 1; " さ したいち 1;" さした

L 1;" さしたさんがさした

ろく 1;" さしたごカJ さした

はちがさしたしちカJ さした

くまんは.ち

.. . 
さんがきした しがさした

いちカまきした

耳号
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二
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一
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, , ..-. ハ 】 ， , , 
..... ....1 ..... I I I J ....J I I I I 

-~- - - - - I - I I I I ..... 
ごーがさした ろくがさした

、、ーー_... 、、___.，

プ ー ン

(くまばちだー

自分の手を畳のよにおきます。次の子供が，

手の甲の部分を軽〈つまみと歌いながら，

一人の子供が，

r~ 、 ー ちがきした」

138 



ます。
ぬ

初めの子供は，下の手を抜いて，

「にーがさした」と歌いながら，つぎつぎつまんでいきます。

同じことをくりかえし， ノ\..1; "きたとき，

「はーちがさした」ブーン，どい って ，アの子供の手の甲を，

皮をつまんであげます。そ して

「 く まんばち」どいって，つつく まねをします。

これは，はちが一匹のときの遊びです。

はちが，何匹もおるときは， )1)買にはちが交替し，歌にあわせ

て遊びます。

この遊びは，速くやらなければなりません。ぐずぐずしてい

たら，相手が，すぐに動作をやってしまいます。速いほど，お

もしろい遊びです。
さ

1\ 、ち が利した」の遊びは，友だちどうしてい，遊ぶ楽 し さも

ありますが，親子で

したり，おじいさん

としたりするのもお

もしろいし，大きな

手の，お父さんが，

小さな手の子に花を

もたせて，上手に，

まことらしく負けて

やるのも，楽 L <ほ

ほえましいものです。
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紙 風 船

ふ

寒いj与がやって来ました。冬は 日 が短< ，北風が吹きすさび

何どなく気がめ入ってきそうです。元気主子供たちは，寒いか

らといって，家の中にじっとしていません。タトへ遊びに行き. ま

す。 : でも春から秩のように，大勢の子供は集まりません。みん

なはどうしているのかなあ。 あちらこちらさ h" してみます。

ひ ， ，，ふう，みい，と数える声。 1 J:"ん，ぽん，ぽんとされい

なはずむ音。紙風船をつく音です。 のき先や，庭で一人遊びを

していました。きれいな色の紙風船。大きいのやイ、さいのがあ

ります。 くるりくるりと回ったり，高〈高くよったり，低くて

も何回 も続けていたり，高〈 上げたり低くしたり" あっちへ行

ったり， こっちへ行ったり， とても楽しそうです。 イ本がぬくも

るのでしょうか。ほっぺた h'まっかになっています。

~ 
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「よせて。」ど思わず声をかけました 。 二人で向き合 っ て遊び

ます。相手の人が，わざと速くへ飛は‘ します。 急いで走って行

ってっき返します。 下の方へ行きました。大丈夫かな。 取りま

した。まるで今のパ トミ ン トンかテニスをしているよう です 。

紙風船の空気が出てしまっても ， 負けまいとして続けます。 ち
さ由うけい

ょっと休憩して，紙風船をふくらましてみましょう 。

雨の 日 なと‘、に，こたつの中で紙風船を作りましょう 。 折り紙

で作ると美しいのができます。 も っ と大きいのが作りたい時は，

新聞紙などで作るといいですよ 。 作り方は簡単です。 作 っ た紙

風船をふくらます時，子供たち の顔は夢ど希望でい っ ぱいです。

さあ，みなさんも， そのへんにある州、さな紙で\夢のある紙風

船を作ってみませんか。

作り方

〆/
行
汁
u

べ

①
 

② 

三巳
3 角に折り，もとにも 3 角に折りもとにもど 半分に折つもとにもど半分に祈りもとにもど
どす。むきをかえる 。 す。うら返す。 す。 むきをかえる。 す。 うら返す。

⑤令 \72\
全体をつまんでまとめ まとめたところ。 むさ ちようてんに合わせて
ム をかえる 。 折ムうら返す。

折り合わせる。
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折れたところ。うら

返す。

ちょうてんに合わせ

て折り合わせる。

⑬⑪ 

⑪ /'\ ⑬ 

[\(]関

空気をふきこむ

遊び方

⑮ 

ちょうてんで折り合 しかくに折る。

わせる。

⑬ 

⑬ 

くでき上がり〉

0 一人でてのひらや，手の甲で空中高〈突き上げて，遊~);.

ことが多かったようです。その時，ひ l \，ふう，みいど数
ニうしん

えながら， 自分の記録を更新して楽しみました。

0 二人で向かい合って，突きゃいこをして遊ぶこともあり

ました。これは，先に落とした方が負けになります。 だか

ら，負けまいとして相手を困らせるような作戦を考え，高
きそ

くよけ、たり，足元の方へやったりして勝負を競いました。
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紙飛行機

山々の雪が消え，木枯らしが吹かない季節になると，男の子

たちは，思い思いに紙飛行機を作って飛ばし始めます。青〈晴

れ上がった空に 白 い紙飛行機が高< ，低〈乱舞します。 一直線

に速く ま で飛んでいくのもあれば， くるりと方向転かんして，

もどの所にもどってくるのもあって楽しいものです。

近ごろは，新聞の折り込み広告が毎日のように入っていて，

紙飛行機づくりにはもってこいです。 作り方はかんたんです。

下 の 3 種類のうち， どれでも好きなのを作って，お友達ど飛

ばしゃいこをしましょう。

作り方

材料の紙は上質紙ぐらいのかたさの広告紙がよい。

(1) いちばんかんたんな紙飛行機の折り方

①一⑤k
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(2) 少し形のこみ入った紙飛行機

作り方のちがいは，①から②までは( 1 ) ど同じで③から後の折

り方が変わります。

②をす黄半分ょっ
少しょで折り曲

げ先をタ卜側へ曲

げる 。

④ 

大
山
凹

@ 

内側に両方ども ④をさらにタ卜側

折り曲げる 。 へ折る 。

(3) 形の変った紙飛行機

作り方の②までは， さきに作ったのと同じで，③から後の祈

り方が変わります。

③ 

半分に折り重ね
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④ 

陣
大体中心線に

っ てタトへ祈り
げる 。



遊び方

0 友達大ぜいで，お宮やお寺の境内など，広場にそれぞれ白

分の作った紙飛行機を持ち寄って，飛ばしゃいこをしました。

飛んだ距離で勝敗を競ったり，空中に浮いている時間を 1 ，

2 , 3 , 4...... と事支えて川町立をつけたりしました 。

4ぎL

0 じようずに折れなくて， うまく飛ばない低学年の子には，

高学年の子が折ってやったり，また，自分の作ったのを与え

たりして，みんなが仲よく遊びましたよ。

また，時には近所のおじいさんに，めずらしい紙飛行機の

作り方を教わったり，飛ばし方を手にとって教えてもらった

りして， とても楽しく遊んだものでした。
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たつtf あ
たこ

凧

あ大空にどんどん凧があがっていくとき，

大声を

凧あげうたは，

げている 子供やその凧を見ている大勢の子供たちが，

はりあげ.てうた っ たものです。ほんとうに楽しいですね。

ふ

吹四‘
り

一一福
た

み

ご
一
い

以
一
福ふ
吹

た

忽
グ

ム
以

お
風

てん〈

天狗さん風おくれ

L 、わしの頭三つあけ. よ

三つがいやる:ら 四つあげよ

お多福こけても

鼻 うたん

四つがいやなら五つあげよ

五ついやなら六つあげよ

天狗さん風おくれ

M7司

げ

君君

あ守

、一

本
t

た

事

主ヨz 
つつみ

百

ん

耳

さ

君君

E司

よげあまたあのしわ~、

事 主君君
四回・・・町

_ _ ....t ..... 吉
ト
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v
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あ
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つ

み
よ
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わらべうた

べんけいかま 〈 らど町 く まの <

昔弁慶鎌倉殿が熊野の道で日が暮れて

松を 一本切ってきて と(ましてもど 11" してもど(まらないで

あんな寸、屋へ泊まろうか こんな寸、屋へ泊まろうか

あんな心、屋はあらむしろ こんなノj 、屋はあらだたみ

こんなづ、屋に泊ま っ て朝起きてみたら
じよろう

花のような女郎さんが

ーオ不おあがり

ニオ不おあ I:J "り

じようごさん

じようごさん

三オ不_.ì;' りにさかながーないとてあがらんか
うり うり だい こ ん

ここらのさかなは 白 瓜・青瓜・赤大根

あがらんか
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なわとび

不の寒い季節になると，家の庭や広場でわらべ歌を歌いなが
むちゅう

ら ，夢中にな ってなわとび遊びを している姿が目につきます。

このなわとびは，昔からずっと今日まで続いている遊びで，

昔は特に女の子がよく遊びました。
かみ

冬の寒い時，女の子が顔を赤〈し，髪を大きく波うたせなが

ら気持ちよさそうにどんだものです。

なわとび遊びは 4 通りあります。

① 自分で自由にど ぶ遊び

② 2 人が向き合っ てとひ\ひとりがなわをまわす遊び

③ 長なわを 2 人でまわして，その中で大勢でとよ遊び
とうちゃ く

④ なわとびをしながら， 目 的地へ着〈到着する遊び

どれも，とび方がいろいろあり， 子供たちはそれを 工夫し，

時にはどびながら ジャン ケンをしたり，数を数えたり，歌を歌

ったりして楽しく遊びました。

〈大さか〉ーひとりとびー

大さか さかさか

(前|拍子とび)

おさ b、で ドン

(少しはやく ) ( あやとび)
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おおさか

^ -M ・・ , , .... 一""1 _, _, 掴
a “ II 1___1 轟 1・
.'" z. -. . I ... .! .J.J ・，‘ t・
"¥J..... _ ー-__ ， ....-....-.. 11・

・ 1
おお さかさかさかおさかで ドン

〈大なみ小なみ〉 ー長なわとびー

大なみノj 、る:み

風が吹いたら まわしましょ

いち，に ， さん

し，こ\ろく

高ー，高ニ

サンリキリキリキ

ス ッ ポンポン

大なみ小 な み

告 J
お な み 」

~ 
な み, J ?~j I J i'JI J 川~

かぜが J、いたら まわしま しょ

、、 ち 4こ 、、 さ ん し

)'} I J 
p 

~ お ろ ちゅう しユち ちゅう に

j� I i' j J J� I i' j� Jl Jll J J) Jl I J 
サン リキ リキリキスy ポン オル

~ 
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① 歌を歌いながら

ひとつで入ります。

② 入った子供は，「スッボンボン」

の「ポン」のところで，なわをまた

ぎます。

くくまさん〉ー長なわとびー

ニ通りあります。

その |

くまさん くまさん

こっち向いて

くまさん くまさん

こんにちは

せ

・ 背を向けたままとびはじめます。

「こっち向いて」で，向き合います。

「こんにちは」で， ジャンケンを します。

負けた方の子供が出て， 1.欠の子供が入ります。
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くまさん

くまさん

くまさん

おはいり

くまさん

くまさん

くまさん

くまさん

あ L 、 こ でしょ

おてやなさい

くまさん

ジャンケンポン

まけたらさっさと

この「くまさん」は，歌の文句の通りに動作をしなければな

し そんじたら負けになります。
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〈おはいりな〉ー長なわとびー

お は い りな こ んにちは

ジャンケンポ あいこでしょ

まけたおかたは 出 てください

おはいりな

m 
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ま けた おかたはでてください

0 向 き合って 2 人が入り，ジャンケンで負 け た ら 出 ます。 そ

し て ， つぎの人が入り ま す。
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羽根っき

指おり数えて待っていたお正月 1:; "やってきました。あなたの

今年の目標はどんなことでしょう。もう決めましたか。一年の

計は元旦にありと言われます。よい一年にしたいものですね。

むかしから，お正月の遊びはたくさんありました。羽根っき
おも

もそのひとつです。 主に女の子がしました。着物のそでを左手

でつまみ，ちょっぴり優しいしぐさで羽根をっしほほの赤い，

元気な女の子がたくさんいました。

羽根つきの道具

① 羽子板 羽子板は，自分で作ってもいいのです。厚さ 5

J1U1l.'"'-'lcm く らいの板を形よく切り取り， 自分の好
えが

きな絵でも描けば最高です。卓球のラケットど同

じようなものです。

②羽根 羽根はお店に売っています。
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遊び方

ふたりが向き合って，羽子板で羽根を空高くっき合います。

交互に羽根をっき， さきに落とした方が負けになります。負け

た人には，顔に墨をねったりしました。

大勢てや輪になってつくのもいいですね。目標の回数を決めて

おいて，できるだけたくさんついてみましょう。

むかしは，羽根っき歌に合わせてついたものでした 。 歌は，

おばあさんやお母さんに教えてもらうといいと思います。

羽根っき歌

ひいやふう みいやょう いつやむう

ななややあ ここのやどう
ます

どうからおいでたおいもやさん おいもはー升いくらかね
もん的

24 匁でございます もちとまからぬか しゃからぽん
ます

お前のことなら まけたげよ さあお出し 升お出し

ほうちょう まな板出しかけて 頭を切るのがノ\つがしら

しっ 11 を t刀るのカずとうないも

どなりのおばさん ちょっとおいで

おいもの煮たので お茶あげ、る さあきあ | かん さあ | か

ん

ひいやふう みいやょう いつやむう ななややあ

ここのやどう じゅういち じゅうに

江戸のお竹がみののかさの しずくカJおちるまで

ひとろろ ふたろろ せいろでおさめた
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まりっき遊び

女の子の遊びにまりつきがありました。まりは手づくりの手

まりと，買いもとめたゴムまりゐJありました。もちろん手まり
も的ん

の方が古くから使われていたわけですが， これは木綿糸をまい
わた

てつくったもので，棉がつくられるようになってからのことで
むかし

すからあまり昔のことではありません。

(1) 手まりうた

手まりっきは，女の子が一年じゅうする遊びでした。明治時

代の手まりは，中にわたを入れてかため，木綿糸でまいて，赤，

黄，青などの色糸で，いろいろのもようにしあげた，美しいも
そぼ

ので， それらは，祖母や母親の手づくりが多かったようです。

これらの手まりは，えんがわや板の間でつきました。

手まりうたは，手まりをつきながらも歌いました。明治時代

の手まりっきは，勝ち負けどいうことは考えず，手まりつきを

楽しんだようです。ゴムまりが使われるようになった大正時代

からまりっき遊びは運動もはけ、 しくなり，タトの遊びになってい‘

ったようです。

① あんたがたどこさ

寒い北風のふく冬の間も，男の子は，タトでたこ上げ‘ をしたり，

こま回しをしたり，大勢集まればどう馬をしたりして，寒さに

負けず遊んだものですが，女の子はお手玉をしたり，手まりを

ついたりして，家の中での遊びh" 多かったようです。
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ょうやくあたたか〈なり始めると，みんなタ卜に出て春の自然を

からだ全体で味わいながら，長くなった春の日を遊びました。

その中に次のような女の子の遊びがあります。

うたを歌います。図のような線をひき，地面に，

セ
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わ鉄
に

煮
、
っ

遊び方
く ぎ

歌をうたいながら，八つに区切られた中をうたに合わせて，

ー画ずつ歩きます。歩き方は円の中心にむし

つがあります。歌詞の「さ」のところでは，一画さがらなけれ

ばなりません。 みんながいっしょに歌うときもあるし，

が輪のタトで歌うときもあります。もし， うっかり線をふんだり，

「さ」でさがらなか っ たりした人は，円のタト円出ます。最後ま

で残った人の勝ちです。歌う速度を少仁速くすると，なれては

いても，なかなかむずかしいものです。どうです。いっしょに

まりっきうたとしても歌われ

進む方向にとニ

$IJ の子
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このうたは，やってみませんか。
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このうたは，江戸時代から歌われていたようです。

代表的な手まりうたです。のどかな，



③ おんしょう正月

おんしょう 正月は

松立てて 竹立てて

年始の ごしゅうぎ~ 、たし ましょう

おちゃぼこぼん ちゃちI やもて来い

すいもんなんかも はよもて来い

しいやiふう みいやよ

いつむうななや

ここの とお

とおからおいでた おいもやさん

おいも ーかん目はいくらかね
もん

二十四文でございます

もっとまからんか まからんか

あなたのことなら まけたげ、 よ

ほっちょ まないた

はしかけて

いもを切るなら さくらいも

となりのおは.さん ちょいどおいで

いものにえだち ちゃちゃあげよ

おにがおるけん よういかん

おにはけんどで ふせたある

けんどのあなから のぞきよる

てっ 11 うかついで さっさとおいで
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④ ひとご、ろふたごろ

ひとごろ ふたごろ みごろ

よごろ いつごろ むごろ

ななごろ やごろ ここのごろ

と ごろ

とんどんどんやのむすめに

三つごができて

一人のこはお茶屋にやって

茶のべべ着せて

一人のこはうるしゃにやって

うるしにまけて

一人のこは紙屋へやって

紙ー ま L 、もろて
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いろはど書いて県庁へ出 し て

県庁の道で

けんかができて 分け分け分けよ

分けたら じようじゃ

こんやの おばさん

あいぐるまに かせぐるまに

上下たたいて ー もんめ
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き町お てき

昨日の敵は今日の友 語る言葉もうちどけて
1;1'うび ぷゅう

われはたたえつかの防備 かれはたたえつわが武勇

せんとう

かたち正して言い出でぬ「この方面の戦闘に

二子を失いたまいつる 閣下の心いかにぞ」乙
L しょ

「二人のわが子それぞれに 死所を得たるを喜べり
ぷもん めんぽ〈

これぞ武門の面白」ど 大将答えカあり

りるげ

両将昼食ともにして なおと尽きせぬ物語
はん

「われに愛する良馬あり 今日の記念に献ずべし」

こういしや したが

「厚意謝するに余りあり，軍のおきてに従いて
じ由りょう

他日わが手に受領せば長くいたわり養わん」

「さらば」と あくしゅねんごろに 別れてゆくや右左
日うおとた ほうだい

五包音絶えし砲台に ひらめき立てつ日のみ旗



⑥せんした おんごろもち

せんした おんごろもち

ふたふた おんごろもち

三つでみさか 四つでよい子

五つでいっしょ 六つでむくどり

七つでななくさ 八つで山どり

九つことり

十にたっての ひいふうみいよで

みやのあねさん

いとのがないとて 目すり 鼻すり

いとのがたんばら すけごろおそまに

おすけのみやげに なんなにもろた

ーにこうばこ ニにおしろいばこ

三にさし ぐし 四にしのめのまくら

とんどあけ、たるかたびら
かた

肩とすそどの わんめのおりめ

だんなのおりめ

だんのかわ ござんのそうれは

しいそれは‘しから なまぞIJ{できそ竺て

ごは.んこそでを な IJ" した

おじもながさず おばもながさず

お寺のきっちゃんが ながした

, ,‘ 

それや一こんせんした おんごろもち ' 9 , 

瑳 _- - 一 〈入

‘ 'C 
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⑦ ーかけ二かけ

ーかけこかけ三かけて，四かけて五かけて 橋かけて

橋のらんかん こしおろし はァるか向こうを ながむれ

ば

十七，八の姉さんがかた手にはな持ち せんこ持ち

(はなとせんこを手に持って)

姉さんどこへとたずねたら わたしは九州鹿児島の西郷隆盛

むすめです

明治十年戦役に うち死になされた父上のお墓参りに参りま

す

(戦死なされた)

す
ン
ま
ポ
み
ン

M拝
ケ
と
ン
つ
ヤ
ぶ
ジ
だ
と
み
り
あ
わ

中
し
‘
J

な
り

わ

せ
ふ
わ
が
合
U霊

を

川
幽

手
は
て
て

前
…
品
別

の
の
墓
墓
お
お

に

‘.A' . .;守
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まりっきうた

女の子は，よくまりっきをしました。遊びに行くときは，， ま

りをふところにして家を出ました。 そのころのまりっきは，
ゆか

んがわや茶の間などの板の床で，ひざを立ててすわり，向かい
なか

あって仲よく遊びました。

次の①②のうたなどにあわせてまりをつ〈ときは，てのひら

でつきながら， うたの節の切れ目になると，まりを手の甲にの

せ，次の節に移り，また，てのひらでつ主つづける， . といった

ようなっき方でした。うたが終わると，また続けて歌いはじめ

え

(2) 

ます。

手まりうたは， どれも歌詞がおもしろ ぐて，節め調子もよく

そのため地域で同じようなうたが歌われました。

つりがね落どして身をか く す

はしもと天満宮

なぜ鳴くの

ド
レ

、
勺J

ト

A
V
い
し

み

す
ん

う
よ
す

ら
が

ど

み
ぎ
帰
ん

の

う
ん
も
さ

寺
・

ど
よ
子

町
坊

お

の
町
姫
ち
の

で
寺

U
清
ん
ん
人

う
お

ん
よ
ら
一

ど

で
ち
ち
帰
た

う
ん
の
も
つ

①
ど
あ

ω裏
親
た

なぬか

今 日七日

カん

て
ら
す

げ
参
ウ

ろ
へ

・

く

こ

帥墓
ア

ら
の
か

か
五
山
十

ちょいと

七日と思えは. 十五日

すそロはぐって
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4 

遊び方

「すそロはぐってちょいと

かくす」のところで，地面か

らはねかえる手まりを，足を

ひろげ，着物のすそからうま

くくぐらせて，着物の中にか

く すようにしました。着物で

なく，スカ ー トをはくように

噌 なると，片足を前に上げてそ

の下をくぐらせたり，スカ ー

トの中にかくしたりするよう

になり，その上手 さをきょう

そうするようになりました。

このころはもちろんゴムのボ

ールが用 いられ，室内の遊び

から，タトの遊びに移ってきま

した 。
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いちれつだんぱん

②ー裂談判

一れつだんぱん はれつして
にちろ

日露戦争と なりにけり

さっさと にげるはロ ジ アの兵

死ぬまで つくすは日本の兵

五万の兵ど戦こうて

六人残して みな殺し

円
リ，

平
J
a
n
-
J
1

m川
と
ザ

め
を
ン

に
せ
首
ザ

い
も
の

J

戦
で
ン

f

の
ま
キ

う
L

日

ン
ト

は
ポ

八
ピ
パ

か
大

月
ル
ロ

日
郷

六
ハ
ク

日
東

遊び方

気をつけて こ のうたの歌詞を見なおしてみてください。

三四五・・・・・・十 と ， 数えうたになっているでしょう 。 そのように

数をあわせるため，本当の話とはちがっています。
そうしれいかん

ク ロパ トキ ンは 白 露戦争のとき， ロ シアの総司令官でしたが，

この戦いで死んではいません。また東郷大将は海軍の軍人てや，
かんたい やぷ

日本海でロ シアの艦隊を破った人ですが， ハル ピンま でせめそ

んだりは していません。

こ のうたは古く から歌われていました。そして ， まりっきの

ときだけでなく，お手玉どりのうたとしても歌われました。
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亥の - 子

支の子は，旧暦の 10月，支の日を祝う行事です。 子供たちの

年中行事のーっとして，との地方でも盛んに行われていました。

子供を喜ばせた，この支の子の行事も，次第にうすれ，終戦

1~は，-ítわれない地域もできました 。

しかし，最近は，この行事が復活し， ところによっては，地

区の人たちの世話で楽しい支の子の行事が行われ，子供たちを

楽しませるようになりました 。

支の日は， 10月に二度あること 1;" あり，また三度あることも

ありますO ' • 

二度ある与には，一番支の子を，三度ある年には，一番支の

子か，三番亥の子を祝うことが多いようです。

支の子の神は，田んぼの

神様だど信じられ， この月

の日に，神様は，田んほか

ら，家へ帰られるのだそう

です。
むか

その神様を迎えるために

餅をつくのが， この地域の
し巾うかん

習慣になっています。

また R 収穫後の祝いとし

て，農村で行われる，重要

な年中行事でもありますし，

男の子にどっては，年間を
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さか

通じて，一番盛んら-，そして一番楽しい集団的遊びです。

むかしは，男の子のものでしたが，今は女の子も男子とい

っしょに，支の子の歌を，元気よ く 歌い各家をまわっていま

す。

お とず

子供たちの一団が，各家庭を訪れます。

「こんばんは，おいのこさんをつかしてくれますか。 」

「ぼくら，ょうきてくれたのう。元気よくついてよ 。 」

子供はにこにこして，元気な声で，「さあ元気よくっこうぜ。 」

と L 山\ リーダーの声で，支の子をっき始めます。

もち

いの子 いの子 いの子餅ついて

祝わん者は おにんめ じ ゃ んめ

つののはえたこんめ

おいの子さんど L 、う人は

ーに たわらふまえて

ニで に っ こり笑ろうて

三で 酒をつくって

四つ 世の中よいように

五つ いつものごとくなり
むびょうそ〈さい

六つ 無病息災に

七つ 何ごと無いように
やしき

八つ 屋敷を建て広げ
こぐ勺

九つ ノj 、蔵を建て並べ

十で とうとう治ま っ た
はんじよう

この家 繁 盛せ~ \，繁盛せい くわら亥の子〉

もうひとつ おまけに 繁盛せい
しゅうぎ

元気な，女の子歌を聞いて，家々では，子供たちにご祝儀 ( お

金)を出してくれます。
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重信の支の子は，わら支の子です。

子供たちにとっては，女の子をついてまわる楽しさとともに，

お金やおかしを分けてもらう楽しさがありました。

最近では，父母が世話をして支の子をっき，っき終わって公

民館へ帰れば，お母さんが作ってくれた， うと'んやおにぎりを

みんなでたべて帰る地域もあります。家々をまわって，いただ

L 、たお金は，子供会行事の費用などに使われています。

支の子をついて終われば，わら女の子は，庭の柿の木につる

します。柿が来年もよくなるようにと，子供た?ちうの

られて，わら女の子は，寒い寒い冬を柿の木ですごします。

なお， ところによっては，「石女の子」をつく地域もありま

す。

く石亥の子〉
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どめす ず

いろいろな野鳥川 などには，私たちのふるさとの野山や池，

いろいろ工夫したも子供たちは，

が飛びかっています。

この野鳥を捕らえようと，

のです。

ノj 、鳥を捕らえるための 「わ主」 すて具
」
道
ち

た
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れ
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セ
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などが「すずめつり」仕かけのかんたんな

これを上手に仕かけ，J 、鳥をとりました 。子供たちは，あり，
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子供たちは，雪がちらつき始めると，田んぼや，人気のない

広場に，けんどを持って行主，風のあまり当たらな\ \, 自分の

身がかくせる場所をえらんで，前の図のような「すずめどり」

の仕治、けをしました。

けんどを仕かけた下だけは，雪がつもらないで地はだh" 見え

ています。 そこへ，落ち穂やもみ，または麦の種をまいておき

ます。

雪h"積もって，えさが見つからなくなるど，おなかをすかせ

た州、鳥はえさを求めて集まってきます。

小鳥は用心深くて，なかなかけんどの下に入りませんが， し

んは。う強〈待っていると，これなら安心ど ，「すず、め」や「つぐ

み」たちはけんどの下のえさをついばみ始めます。

そこをねらって，ひもを引くと，けんどの中に，J、鳥は閉じ込

められます。ときには 5 ・ 6 羽もどれることがありました。つ

かまえるとき下手をすると全部にがしてしまうこともあります

が，にがさないようにつかまえるのも，楽しいネの遊びでした。

(2) こぶち ( <びち )

子供たちは，ノj、鳥のえのな くなった，秋の終わりから冬にか

けて，鳥の集まりそうな，人里近くの森や，田畑の近くの木立

ち (山の近くの田畑) を探し， 自然の木を利用して，「こよち」

(r <びち」どもいう )を よく仕かけました。

雪のたくさん降った朝など， 「すすeめ J rつぐみJ r ひょ」など

h" よくとれました。

時には，父親から

「そんなに，殺生するな，かわいそうに。 」と注意されること

もありました。
勾ち

えは，落穂ぼを探してきたり，木の実のついた枝を切 って き
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竹馬
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竹馬には三つの種類、があります。

その一つは，葉のついた竹 (図 1 ) , 

にひもをかけ，「たつeな」のよ

うにしてまたh"って走って遊

_);'ものです。(図 I ) 

葉が地面をこすり，砂ぼこ

りがまい上がり，子供たちは

本当の馬にのったような気分

になりました。

二つめは，竹ざおの先に馬

の形をしたかざりをつけ，それにまたがって遊びま した 。 馬の

頭の形をしたかさりをつけた竹ざおの反対がわに車をつけ， ゴ

ロゴロと地面を走りやすくしたも のもあったそうです。

三つめは，みなさ んもよく知っているもので，竹ざを足をお

く横木をつけ，竹のよをもって歩いたり，走ったりするもので

す。(図 2 )みなさんのおじいさんが子供のこ ろは，近くの竹や

よから竹を切って来て，自分で作りました。そして，寒い日に

は，みんなが広場に集まり，いろいろなきょうそうをして遊ん

180 



だものです。

(図 2 ) 

(1) 竹馬の作り方

まず，ィ 、学生のみなさんの手首

ほどのふとさの竹を 2m に切った

ものを 2 本と足をおく横木にする 。

二ふしの こ した竹 | 本， それにじ

ようぶなひもか，はり金を用意し

ます。

(図 3 ) 

(2) 竹馬の遊び方

準備ができたら ， 横木の竹を

半分にわり ， 2 本合わせてし

っ かりと竹にくくっつけます。

竹のふしの上に横木がくるよ

うにくくりつけると ， 横木が

し っ かりと固定されますので

来りやすい竹馬ができます。

また ， 横木をくさでどめてお

くといっそうじよう-) ;'な竹馬

ができます。(図 3 ) 

みなさんのおじいさんたちは， この竹馬て\ふつうに歩くだ

けでなく ， いろいろな遊び方をくふうしました 。

① 高さくらべ

足をのせる横木が高いところにある人ほと\ ぐらくらして

たおれやすし練習が必要ですし，勇気もいります。 だから

横木の L 、ちばん高い人がチャンピオンになります。

②かけっこ おに ご っ こ
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ふつうに走るだけでなく，馬がパカパカど走るように，両

足をほとんど同時について走ったり，急に止まって，「回れ右」

をしたり，また，おにごっこをして遊びました。

③ かつおよしけずり

両足で立ったまま竹馬をこす

合わせて，カリカリどかつおよ

しをけずるような音を出します。

たおれないように， うまくイ本

のノ〈ランスをとりな IJ" ら音を出

すのは，たいへんむずかしいよ

うです。みなさんも，がんばっ

てやってみま・せんか。(図 4 )

④ てっぽうかつぎ

182 

右足を上げて，左足でかた足

けんけんをします。そして，右

足の竹馬をかたにかつぎます。

練習をすると急なさか道でも，

かた足の竹馬でじようずによが

り下がりができるようになりま

す。まるで，てっぽうをかつい

だへいたいさんのようですね。

(図 5 ) 



⑤ やりかつぎ

けんけんをして，片方の竹

馬をやりを持つように持ちま

す。こうして，友だちと向か

L 、合い，相手のおはらに竹馬

をあて，おし合って相手のバ

ランスをくずしてたおした方

が勝ちになるのです。 け っ し

て竹馬の先で，相手をつくの

ではありません。(図 6 ) 

⑦ まりけり

竹馬に乗ってするサッカー

のようなものです。竹馬を自

分の足のように，思うように

動かせるようになると， うま

くけること治fできるようにな

ります。みんなが上手になっ

て，サ ッ カーをやってみるの

もおもしろいですね(図 8 ) 

⑥ ちりとり

竹馬に乗ったままで，地面の

ちりを拾うという，たいへんむ

ずかしい遊びです。左足を前に

右足をうしろにして，左足ど右

足の聞をあけていきます。そし

て，右足の竹馬をゆっくり地面

にたおし，ちりがみなどを拾い

ます。(図 7 ) 
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こま ま わ し

みなさんは，こまを

回して遊んだことがあ

りますか。 こまは，正

月の遊びでしたが，不

の遊びとしても男の子

たちに親しまれてきま

した。

こまは奈良時代ごろ，

中国から高麗 ( こま )

という国を経て 日 本へ

JIｭ
~ ， 

(.'<::_, " ~:> 

伝えられたそうです。 そのため「こま」と名づけられたといわ

れています。

奈良時代の「 日 本書紀」という本の465年のどころに，九1'1' 1 の
つ〈 し ふ〈 おか

筑紫(今の福岡県)にきていた高麗の兵隊が，独楽(こまのこ

と)をおも し ろがったと書かれています。平安時代の「大鏡」
じよう よう

という本には， 980年代，一条天皇がご幼少のおり，この「こま」
きょうみ むろ

にひじように興味をもたれたことが書かれています。 さらに室
まち

町時代に書かれた「太平記」という本には， 1365年 ， 京都で子

供がこままわしをして遊んでいたと書かれています。

日 本では，はじめは身分の高い人の遊びであったようですが，

しだいに民間の子どもにもひろま っ てい っ たことが， これらの

本を通 し てもわかります。

さて， こまも，こまの遊び方も，次のように，いろいろあり

ます。
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(1) ブチゴマ

直径 5 仰ぐらいの丸木を長さ IOcm

ぐらいに切り，先を 円すい状にけず

ったものです。 長さ 50cm ぐらいの棒

の先につけたひもをこまに巻きつけ，

こまを左手に持って地面に立て，右

手の棒を急に右へ引きますと，こまはその場で回ります。その

あとはオ奉のひもをこまにあててtTっと， こまはビュンビュン回
%が

ります。こまの大>J、によって，それぞれ違った音を立てながら

回ります。

こまの表面に色をつけておくと，美しい輪の色どりを示しな
さな 世 向田

がら 回ります。棒の先へつけるひもは.真田ひもやは、ろ布など

を用いましたが， 一番よいのは，みつまたか， こうぞの皮でつ

くったものです。みなさんも作って 回して みませんか。

(2) けんかごま

しん 1 ;1'う

まで， I\..;棒んも太くてタ豆 L ゆ失のオ奉で，

白< ，イ可の模様もついていません。

く遊び方〉

こまどこまどを，);'つけ合ってけんかをす

るわけです均三 そのけんかのしかは，直径F

幸夫月間ごま

3mm ぐらいのひもをこまにまきつけ，それを前方へ投げ，すぐ

後方ヘヲい、て回します。そのあと，回っているこまを，ひもを

使って相手のこまにぷっつけます。ぷっつけ合っているうちに

先に止まった方が負けです。

勝つためには，ひもを巻きつけるとき， きつく巻き，よく回

るようにしたり，また，鉄の輪を二重，三重にかさねて，辱 〈
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したりもしていました。

(3) チョンがけ
てつどう

鉄胴ごまを使つての遊びです。

こまにひもをまきつけ，そのこまを
しゅんかん

左前方へ投げ\すぐ右後方へ引く瞬間

に，離れたひもの端を左手に取り，飛

び返ってくるこまを，左右の手に持っ

たひもで受けとめます。上手になると，

そのあと，ひもを上下に動かし，勢い

をつけておいて，空中にほうり上げ〉

またそれを受けたり，左へ左へと回し

ていったり，またくぐりをさせたり，
せなか

背中まわしをさせたりして曲芸まがい

のこともできるようになります。
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じんどり

寒いえ手，戸タトでの遊びの王者は何といっても 「 じんどり」で

しょう 。 おにごっこのようにいつもかけ回るので体iが咳まるし，

おにごっこにはない相手方の「じん」をうばい合うスリルもあ

るからです。学校の遊び時間には，広い運動場のあちこちで |

年生から 6 年生まてサロわって「じんどり」をしたものです。 6

年生が大将で， I 年生を「どりこ」にされないようかばいなが

ら は ほをまっ赤にしてがんは、ります。 どの学年の子も参加でき

て楽しめる遊びは「じんどり」より他にはありません。

遊び方は次のようにします。さあ，みなさんもお友達をさそ

ってやってみましょう 。

。 「じん」は運動場や神社 ・ お守の境内などの広場にある大き
じゅ

な樹木や柱を利用します。

0 組分けをして ， ジャ ンケンで負けた組から「じん」を | 人

はなれて相手方の 「 じん」を取りに出ます。そ れを相手方の

| 人が後から 「 じん」をはなれて，つかまえようと追っかけ

ます。これを他の者も次々とくり返していくとゲー ムが盛り

上がってきます。 「じん」を先に出た者より，後から 出 た者の

方が強いきまりがあり，後から出た者にタ ッ チされると「ど

りこ」になり ， 自分の「じん」には帰れません。 味方の者が，

うぱいに来るまて待って いるより仕方 f.J"ないのです。
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o ___". .~・\
。

口

• 先に出た後に出る 口 口

圃
。 木 。 口 木 口

。 口
A陣

じん

B 陣

。「とりこ」にされた者は，相手の「じん」の前で | 列になっ

て味方の助けを待たなければなりません。 「どり こ 」になった

者は「じん」から JiI買に手をつなぎ，できるだけ長くなって味

方の方へ近づき助けを待つのです。

。 口
。 どっこにな っ た者

口/ , 

• ••• 。 木 木 口
。

M車 B 陣

0 味方の方に「どりこ」ができたら，相手方のすきを見て ，

助けに行かなければなりません。 自分のじんを出てから，相

手方の者につかまらないようにうまく体をかわして，味方の

「とりこ」まで行きっき，タ ッ チすれば「どりこ」は解放さ

れます。解放された「どりこ」は味方の「じん」に逃げ帰っ

てゲームを続けるこどができます。
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。 口

a・・・・・・・・・々~ .. - - -ーーー冒・・・園 田・ 7 ッチすると 主 主 返 る ーー ー・ーー 一一

。

。
口

M阜 B 陣

。「とりこ」が | 人もいないときに，相手方につかまらないよ

うにして，相手方の「じん」にたどり着いて「じん」にタッ

チした方が勝ちとなります。 味方の者が次々と「じん」をは

なれて戦うとき，人は必ず「じん」に残って守ります。 そ

の守びの前にやって行っ て，これをおびやかし，ついうっか

り， それを追 っ かけに出たすきに，不意に後ろから他の者が

「じん」をうばう作戦もあります。 「じん」を取られたら負け

で， また初めからゲームをやり直します。

パ必 ・
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こいのたきのぼり

ぴゅうぴゅう北風がふく冬がやってくると，子どもたちの遊

びも変わってきます。 「子どもは風の子」どいわれるように，か

らだ全体を使って遊ぶ，元気な遊びに変わります。 それは，か

らだh " あたたまるからでしょう。

その元気な遊びの一つに，「こいのたきのほ‘ り」というのがあ

ります。この遊びの名前も，元気のいい名前ですね。

この遊びをニ・三人が始めると，みんなが，

「よーせて。」

と，集まって来るし，

100ちゃんもおいで。 J í口口ちゃんもおいで。 」

ど声をかけ合い，大勢でしたものだそうです。

たくさんの友達どいっしょなので，余計に楽しくなるのでし

ょっ。
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遊び方

(1 )何人かが向かい合っ て並び，手をつないて\その上に |

人の子をのせます。

(2) í こ ー いのこーいのたきのぼり」と，はやしな!がら，つ

ないだ手を上へはね上げて，上にのせた子を前へ送っ てい

きます。

(3) 送られている子は，はしまでいくと，おりて， <.欠の子と

交代します。

(4) みんなが一度はこいになるまで続けます。

。

みんなが一度ずっこいになり終わるころには，手をつないで，

たきになった子も，こいにな っ た子も，からだ中があたたまり，

あせをかくくらいになります。

寒い 日 のくらし方として， とてもよく考えてっくり出された

遊びですね。
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乗りものごっこ

寒い 日 です。寒がりやさんがたさ火を してい ると，

「ねえ，みんな，汽車ぽっぽをして遊ぼう よ 。たき火より， き

っとあった まるから 。 」

「うん，やろう，やろう 。 」

と，いう声が聞こえてきます。

用意するもの

なわ |本でいいのです。 人数によって長さを決めます。

遊び方

なわを輪にしてくくります。

運転手さんになる人を決めます。 運転手さんが輪の中の | 香

前になります。

つぎに車しょうさんを決めます。車しょうさ んは | 番後ろに

はいります。

運転手さんと車しょうさんの聞に，残りのお友だちみんなが

はいります。
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「ぴ L 、- はっしゃしまあ~す。 」

ど， さけぶ皐しょうさんの声 。

「はっしゃ， オーライ 。 」

ど， 運転手さんの声， みんな!の歌声 ，

電車ごつ 干

」ー

事手連主日
ハ
‘' ・・ 1'-"  1'-' 
Eι.1 " '1 1'- '11 E.... ,. -J -J 11....' 

f.) -

うんてんしゅ は き み t! 

7 

H"  1¥ '" .... ___' ___' .. .. - - ..-# 

あ との よにんは でんしゃの

証主自甚ま4一一-，;:一寸寸

哩) -
おのりは おはや

金再

正珂

手

「しゆ っしゆっ t!' っ t !', しゆっしゆ っ t!' っ t!' っ 。」

ど，言いながら，元気な子どもたちは，広場を横切り，

横切り， ぐんぐん， ぐんぐん走っていきます。

お宮を

体はぽかぽかぬくも って きます。 みんな声をそろえて歌をう

たいなカJ ら， うれしそうにいつまでも走り続けるのです。

たくさんのが友だちと長い長い汽車を作って，

てごらん。寒 さなんかに負けないそ 。

速くまでかけ
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と つ 馬(どん馬)

北からからっ風がふきだすと，子どもたちは体のあたたまる

遊びを考えだします。

今のようにサッカーボールなどないころ，男の子たちは， ど

う馬(どん馬)遊びをしてあたたまりました。
こうしゃ

学校では校舎の南側の板べいにもたれて，家へ帰ってからは

お宮やお寺の 白 いかべにもたれて遊びました。

遊び方

集まったなかまがニつの組に分かれます。ジャンケンで負け

たチームが馬になるのです。ひと りはかべにもたれて足を聞け
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て立ちます。次の人は，立った人の足の聞に頭を入れて馬にな

ります。次の人も馬になった人の聞に頭を入れて馬になります。

次々とチームの人数だけ馬になってしまうのです。

勝ったチームは，その馬の上にどんどん乗っていきます。全

員来れなかったら交たいをします。乗れないようにするために

馬になるチームは背の高い人が後ろの馬になるさくせんを考え

たりします。

それでも全員乗れると，来っ た|番前の人が何本かの指を出

して，

「しかしかなんぼ」

とさけびます。下で馬になっている人が，

「何本」

ど指の数をあてます。当たると交たいするのです。当たらない

と， あたるまでイ何度も指の数をかぞえていくのです。

どう馬になっている子も，走って来て跳び乗る子も体にカが

はいるため，たいへんあたたかくなります。

すっかりあたたかくなると，

「おもしろかった。 ぼくのイ本はほかほかだ。」

「ぼくも，ほかほかだ。」

ど，子どもたちは， どの子もみんな元気です。

からっ風がいつの聞にかふきやんでしまう楽し~ \，楽しい遊

びです。

みなさんも，冬の寒h 日に，タトへ出てたくさんのお友達どや

ってみませんか。
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肝だめし

したんカ‘い きも

冬の楽しい遊びに，試胆会といって肝だめしがありました。

さびしい夜道を，一人で目的地へ行き，そこで決められた品

物を持って帰る遊びです。

むかしの子も，今の子も，暗いさみしい夜道のこわさは変わ

りません。そのこわさを，自分でおい払い，肝っ玉の太い人間

になろうという行事です。

昭和20年ころまで， どの地域にも少年団(今の子供会)があ

り，そのリーダーはノj、学校の高等科 (今の中学 1.-...-2 年)の人

1;" なっておりました。

きょうは肝だめしというと，心配そうな顔をした子，何も
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こわくないといって，平気な顔をした子などいろいろ見られま

した。

(1) 肝だめしのじゅんび

上級生は，夕方になると，会堂に集まり打ち合わせをします。
たん

① だれが， どこで，何をするかの分担

② 用意するものは何か，コースをどうするかの決定

③ 安全についてどんなことに気をつけるかの注意

小さい子が泣きだした時， 上級生が手をヲ I ~、て， 目的地まで

行き，その子に成功した気持ちをもたせることなど，やさしさ，

思いやりがありました。

(2) 肝だめし

① 少年団の団長は，はじめに，ノj、さい子がこわがるような

話をしておきます。 このとき，顔の表情がさっと変わる子，

がまんしてこわさを忘れようとする子，みんな不安そうで

す。このようにさせることが， この遊びをいっそう面白く

します。

② 出発順を決めます。 持って帰る品物をいいます。

③ 4 年生以下は二人で行きますが，上級生は一人です。

④ 行きしに，上級生がかくれていて，白い布を出したり，

みのかさを着て出たり，雨傘をさして出たりして，やって
おぞ

来る子に恐ろしい感じを与えます。

⑤ そこを通りぬけ，言われた品物を取ると，全速力で走っ

て帰ります。

このようにして，子供たちて\心を鍛えました。 昭和20年ご

ろからなくなっていましたが，最近は行われだしました。
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わ 勺 〈三 つ た 一一ー向かいの山から一一一

わらべうたは， 歌詞が次から次へどお話のようにつづき， お

もしろいですね。ふしも，ほとんど言葉のアクセン卜の通りで，

歌詞を読んでいるような感じがします。

うたいやすさや歌詞のおもしろさで， 人から人へと広まって

いったものですから人によってうたい方がちがいます。 また，
そぼ.< 

その当時の生活や遊び，

います。

子どもの心や気持ちが素朴によくでて
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一塁 :t 
さる ぴき

向かいの山から殺が三匹どんで来て

先の諌ももの知らず後の猿ももの知らず

いっちの中の，J 、 j意め 1; '. ょうもの衣ロっとって

もの知り川へとびこんであいを一匹おさえて

手でとるもかわいいし，足でとるもかわいいし
きぬいと

お守へよって大事な絹糸かつて来て

ぴんこりしゃんこつつりあげて洗い川で洗うて

ゆすぎ川でゆすいでまな板にのせて

ちゃきりこっきり切って大黒さんにも一切れ
えびす

お夷さんに一切れおまんに足らん
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ハ

Uちゃっきりこっきり き って だいこくさんにもひ とき ょ
n a 

ω おいべつさんにもひとき L L まんに たらん
ハ

ω 二 まんは こら i あぶらこおて の K L 
J~ 

電) - ---

あぶらやの かどで あぶらし>~ょうすてて
ハ

'-' --
そのあぶら ど した いぬがねぶってそおろ

ハ
ョトー←-←---1

u そのいぬ どした たたきころしてそおろ
ハ。

電J そのかわ どした たいこにはって そおろ
ハ E 。

そのたいこ どした たたきやぶって そおろ
ハ，

哩J そのやぶれど した はいにやいてそおろ
A 

U そのはい ど した }り tおいてそおろ
ハ

ω そのうり ど し己 からすがっついてそおろ
ハ目。 ‘ 

' ・ .... ,- -- -- ーーーーー_jJ

そのからすど‘ した うちころして そおろ
えびす

〔注〕、お寺によって 11 ，\ お夷さんに一切れグ な どは当時，お守

が生活の中心であり，食べ物などは，まず神様にそなえ神をま

つる日常の生活が子どもの歌にもあらわれている 、その笈とーう

した うりに置 L〈、三候。とい う「うり」にはうり虫がつくので，
当時は灰を虫の駆除に用いていたらし L 、。
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子もり歌

子もり歌は，赤ちゃんをお-~;.っておもりをしたり，寝か しつ

けたりする時に歌いました。子もり歌は，美しくてやさし~"

そして，なつかしいひびきを持っています。
町ら

子もりは，子どもの仕事で した。野良仕事から帰ってくる両

親を待ちながら3 ひもじさに泣く弟や妹をあやす気持ちは，自

分も泣きたいような心細さ，やりきれなさ がありました。

時には，背中をおしつこでぬらされたりもしました。

また，子もり歌はやさしいお母さ ん を思い出させてくれます。

そい寝をしながら歌ってくれた子もり歌が思い出されてくるで

しょう。お母さんの肌のぬくもりや，やさしい笑顔はいつま で

も心に残るものですね。

)1 
J 

.-_" 

山凶句_ ''''~ ' 4 
j 戸〆ー--/イ/

一 釦/

/〆イユ/
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子もり歌 (1) 

00ちゃんはよい子だねんねしな

ねんねのおもりは どこへいた

お 山 をこえて 里へいた

里のおみやに なにもろた

でんでんだいこに しょうの笛

それをもろて なににする

ふいたりたたいたりしてあそ _.ì;'

ほうやはよい子だ ねんねしな
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子もり歌(1)
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ハ 1
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子 もり 歌 (2)

ハ ... 

t) -.. ι - - -

ねんねんねんね ー ん ねんねこ せ
ハ

ω 革手芸-，;- . --..，;-手-，;-.-，;- 手

ねん h のおやまの ー うさぎさ ん

ハ ー

t) -.  - -

なぜにおみみがながいの か
ハ

. - -#-，f手司世 -，1- -,;- 手

わたしはちいさいときーかかさん が

ハ
一一一ーーー「

t) -.  - ~ -

おみみを くわえ ー て ひっぱっ た

ハ

l 司す ｷ - -.-，J- 耳司，.. -,;- 手
そ れでおみみが ー ながいの よ

ハ

ねえんね えんねんねし な

子もり歌 (2) 

ねんねん ねんねん ねんね こせ

ねんねの お山の うさぎさん

なぜにお耳が長いのか

わたしは 寸、さいどき かかさんIJ" 

お 耳 をくわえて ひ っ ぱ?っ た

それで お 耳が長いの よ

ねえんねえんねんねしな
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たつえ数

みんよう

日本民謡の一つの形式で「一つ，

歌詞がつくられています。

江戸時代に，手まりを売る人や，あめを売る人などの物売り

が，数えうた形式の童謡をうたって歩いたのが，のちに民謡や

わらべうたにもひろまり，今のような数えうたになったといわ

れています。そして， この数えうたは，「羽根っきうた J í手ま

りうた J ， í お手玉うた」などにも取り入れられています。

重信町でうたわれた数えうたには次のようなものがあります。

と数をおって三つ」ニつ，

大つ昔はよろず暑こたあよ

七つ泣くにはるす先がたあよ

八つ 山行きゃ大おくがたあよ

九つ米つきやぐらがたあよ
とのさ まあ おい

十で殿様葵のごもん

ト
」
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五つ遊者にはお車だあよ
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一つ ひよこがこんぴらさんでたいらかねんねん
ふね せんどう

ニつ 舟には舟頭さんがたいらかねんねん
みな

三つ 皆さんおめでとうでたいらかねんねん

四つ 横浜ステーションでたいらかねんねん

五つ 医者さんはかぱん持 っ てたいらかねんねん
むかし

六つ 昔はよろいかぶとでいたらかねんねん

七つ 泣く子にゃしゃぶりこでたいらかねんねん

八つ 山にはうさぎさんがたいらかねんねん

九つ こじきはおわんもってたいらかねんねん
との

十で 殿様お馬に乗ってたいらかねんねん

「たいらかねんねん」とうたう人と，「たいじゃくね」ど歌う

人がいるようです。

数えう た (2)

r I r ~ 
ひ と つ ひ よ .:: カf

~打~ ~ 刀~ ~ 
こんぴら さん で たい ちか ねん ねん
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おわ

く〉 昭和59年・ 60年度は，郷土教育資料として，「重信の子供の

遊び」を集録し発刊することになりました。

く〉 集録された遊びの内容は，今の私たちから考えれば想像も

できないものかも知れません。遊び道具も，身のまわりの草

木であったり，手づくり用具であったりしたのです。 テレビ

もなければ，ラジオもな\\むかしのおじいさん，おばあさ

んは，笹舟を 川に浮かべたり，かぶとむしゃせみをとったり

し，ま た，竹馬，まりっき遊びをして子供時代を精一ぱい遊

んで成長してきたものです。

く〉 現在では遊びの内容もまったくかわっています。しかし素

朴なむかし の遊び方ど，それにまつわるうたは，現代の私た

ちに大切なことを教えてくれるのではないでしょうか。 それ

は，むかしの重信の子供たちが，自然とのかかわりの遊びの

中で，豊かな心情や豊かな創造性の大切さを，私たちに語り

かけてくれているのてす。

く〉 この「重信の子供の遊び‘」には，集録もれのものもあり，

内容・体裁に不手際も多いと思いますが，読まれた大人の方々

は話し合いの中で補完していただければありがたいと存じま

す。

く〉 最後に集録・編集に御協力下さった地域の方々， うたを歌

って下さ っ た老人会の皆さんに心ょっ感謝申し上げます。
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編集協力者一覧

o編集委員

南吉井ノj 、学校

池川敏朗 中矢俊江 高須賀一恵 深井泰

日 野康敏 明星方夫

北吉井~J 、学校
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o絵をかいた人

上林~J 、学校 田中和

重信中学校 富田泰代

o題字をかいた人

南吉井~J 、学校 菅野茂美
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南吉井ノj 、学校 高須賀一恵
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